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新年明けましておめでとうございます
本年も皆様にとって実りある 1 年になりますよう願ってお

ります。
昨年、 5 月末の総会後、理事長の役目を引き継ぎまして、

半年余りが過ぎました。その半年間の活動内容などをご報告
致します。

★「定款」の見直し
「南の会」の事務所は、今まで理事長宅に置いており、平成

16年度からは、宮崎元理事長宅となり、平成18年度以降もご
厚意で事務所にさせて頂いておりましたが、来年度から、馬
場前理事長のご厚意により馬場前理事長宅に変更になります。

それにより定款の第 2 条の「事務所」の住所の部分を改正
する為、「定款の見直し」が必要となりました。これは、総会
で会員の皆様の承認を頂くことになります。

★役員の報酬について
定款の第19条で『（報酬）役員は、その総数の 3 分の 1 以下の範囲内で報酬を受けることができる。』

とありますが、一方、細則第12条＜役員＞（13）役員報酬：役員報酬は、無償奉仕活動をする。とし
ています。役員の皆さんは、ボランティアで会員の皆さんのお世話をして下さっております。この
事をご承知頂きたいと思います。

★「会員用必携」の増刷に伴う「必携の見直し」
入会時にお渡ししております「会員用必携」の在庫が少なくなり、来年度早々、増刷が必要になり、

その準備で、今年度中に見直すことになりました。

★友好団体との交流
会報に記載されている友好団体との交流を進めることで、11月17日（土）に、ロングステイ財団主

催の「ロングステイフェア2012」に参加致しました。主催者コーナーの一角に「南国暮らしの会」
のコーナーを設けて下さいました。

先日、BS12チャンネルの「アジアぶらぶら」という番組でペナン在住の「南の会」会員夫婦 2 組
が出演されましたが、最近、またマスコミがロングステイを取り上げるようになり、この番組を見
た方が会場にいらっしゃって質問されました。

用意した会報などの資料が午前中のうちに、あっという間になくなり、後日、お届けする方が15
名ほどになるほどの、大変な賑わいでした。

本年も、会員の皆様のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

新年のご挨拶
理事長　No.434　大野　悦子
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ＬＳに際しての様々な生活

1．始めに
私は、現在64歳。62歳で退職して、趣味の旅

行とゴルフの生活を続けている。今年（2012年）
は、台中市（一ヶ月）、ホノルル市（二ヶ月）、北
海道等（三ヶ月）のロングステイをしてきた。年
末にはチェンマイを約二ヶ月の予定で訪問の予
定で、北海道以外はすべて初めての長期滞在地
である。62歳で退職してからノートに毎日一ペ
ージの日記をつけている。何時に起きて何を食
べたか、天気はどうだったか、お金を何に幾ら
使った等簡単なもので私と妻で気が向いた人が
記しているが、必ず毎日記入して、既に16冊に
なっている。今回の寄稿もそのノートからの抜
粋である。

2．旅行概要
a. 期間 2011年12月26日から、2012年 1 月

25日までの約一ヶ月
b. 場所 台湾　台中市　振英会館
c. 滞在者 本人（当時63歳）、家内（当時59歳）、

友人のO君ご夫妻（同年代、約三
週間）

3．経費総括　総経費 411,660円（二名分）
（主な内訳） 
a. 飛行機代  136,000円

（以下すべて二名分）
b. 宿泊施設  65,600円
c. 現地費用  195,400円

1）内ゴルフ関連 91,200円
（ 9 ラウンド、 5 回練習場）

2）高雄小旅行 30,680円
3）食材等 73,520円

振英会館内部

正月パーティ

4．台中滞在のきっかけ
南の会の会報で、台中市の振英会館の存在を

知ったのが台中市滞在のきっかけだ。それまで、
台湾に滞在したいと思っていたが、比較的長期
に滞在できるコンドミニアムを探す手立てが無
かったが、南の会の会報がヒントになって、台
中市滞在の道がひらけた。さっそくネットで調
べて、予約。TAX I も台北国際空港から予約
してもらった。（3,500元）振英会館は、日本人の
滞在者が多く、受付も日本語の話せる人がいて、
とても親日的な雰囲気だった。正月には、一人
一品持ちよりの小パーティーもあって、日本人
より日本語が上手なオーナー（台北帝大卒と言
っていた）が参加してくれて、楽しい時間を過
ごせた（参加はほとんど日本人で40名くらい）。
部屋は、清潔で、自炊には何の問題も無く、共

台中滞在記録
関東甲信越支部　№1521　花房　徹
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用のエリアもいろいろあり、快適だった。最上
階には、お茶を飲んだりする広間があり、覗く
と誰かいて情報交換したり、お茶をご馳走した
り、ご馳走になったり、又、日本語の図書や、
清潔な麻雀室などもあり、皆さんそれぞれの趣
味を楽しんでいた。時々は、映画の鑑賞会も催
しており、快適な時間を過ごせた。

5　台中の良かった点
ロングステイの決め手の、最大の要因の一つ

は、宿泊場所の確保だと思うが先に述べたよう
に、格好の宿泊場所を見つけたことにより、楽
しい台中生活をおくれた。台中に限らずに、台
湾全体に言える事だが、概して、国民性が温
和で、親日的、食べ物を始めとする物価が日
本よりは安い。インターネットはじめ、社会
インフラが十分発達している。特に、食事は、
100元（一元＝2.6円、260円程度）もだせば、か
なりの質量も可能だ。また、ゴルフは近く、安
くTAX I で約30分（片道300元弱）、プレー代は
2000元程度（5200円）でキャディー付なので、そ
れを考慮すれば、日本のゴルフ場に比べるとか
なり安い。また、台中は古い町で、歴史的な遺
産が多く、台湾の中部にあるので、高雄や台北
にも足を伸ばしやすい。我々は、滞在中に、台
南・高雄への小旅行、近くの鹿港への遠征（バ
スで一時間位）もしたが、夜市等の訪問も含め
て、楽しい旅であった。

鹿港古店

6．台中での日常生活
我が家は、自炊を主として、生活した。一番

よく利用したのが、宿舎から歩いて10分のカル
フールである。店内は、商品の棚割り（配置）な
ど、日本の店に比べると、少々垢抜けしないが
何でも、売っている。クレディットカードの利
用も台湾全体に言えることだが、日本と同程度
の信頼性がある。店内には所狭しと商品が溢れ
て、台中の珍しい果物や野菜を見ているだけで
楽しい。又、宿舎の近くに、伝統市場と称する
台中市民で大賑わいの市場があり、よく利用し
た。野菜や果物、各種肉、魚など何でも売って
いる。歩いて10分程度の場所だ。台中は、果物
の宝庫だ。いちごや、オレンジ等、この時期で
もいろんな果物を売っている。特に柳丁という
みかん風の果物のジュースがうまく良く飲ん
だ。一瓶 1 リットル50元くらい。宿舎は台中駅
からは少し遠いが、バスが便利で、慣れてくる
と、路線表片手に、自在に乗れるようになる。
特に私がいた時は、バスの無料キャンペーン期
間で、市内は無料で乗れた。（但し、悠遊カード
というプリペイドカードは初回のみ購入必要）

7．美食天国
台中では、好き好きは個人の好みにはよるが、

こと食べ物に関して内容豊かなことは間違いな
い。まず一押しは、果物で季節により違うが、
私の行った冬の12月、1 月でさえ、イチゴ、柿、
オレンジ、バナナ、スイカ等が豊富に店頭に、
並んでいた。季節には、ライチ、ロンガン、釈
迦頭、ドリアン、マンゴ等が食べられ、安くて
美味い。

台湾は外食文化の国で、安くて美味しい物が
町にあふれている。私の気に入ったものは、店
の中に惣菜が並べてあって、好きなものを、好
きなだけ食べる仕組みの店である。そんな店の
中には、素食と銘打っているいわゆる精進料理
で、非常にヘルシーに食べられる店もある。、又、
麺も本場でおいしく、簡単に済まそうとすれば、
50元程度で美味しい麺が食べられる。ちょっと
贅沢すれば、飲茶で、多品種を美味しく食べら
れるがこれとて、まとまった人数でいけば一人
300元も消費するのは大変だ。

家内が気にいった食べものは、珍珠ない茶と
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いい、ミルク紅茶の中にタピオカ風の小玉が入
っている。台中に行かれたら是非　ご賞味あれ。
又、茶芸館と言って、中国茶の本格的専門の店
もある。私は無為草堂　人文茶館という有名な
茶館に行ってみた。建物も素晴らしく庭の池に
は立派な錦鯉が泳いでいる。残念ながら茶の味
にも、作法にも素養無くあまりコメントでき無
いが雰囲気は抜群。値段も立派で、一人300元
ちかくかかる。

中国茶

8．台中ゴルフ事情
台湾に、約一ヶ月いてゴルフを、 9 回、とド

ライビング・レンジに 5 回行った。振英会館に
逗留していた日本人の情報だと、テニスコート
が近くにあり、随分安く、できるらしい。私は
テニスをしないので、行かなかった。かわり
に、台中国際ゴルフ場（ 5 回）、台中興農（ 1 回）、
霧峰（ 1 回）、豊原（ 2 回）でゴルフをした。ゴ
ルフは、基本的には日本と一緒だが、キャディ
ーが必ずつく事、途中で昼食の休憩を取る必要
が無く、スルーでも回れる事などが違う。コー
スは、どこでもたっぷりと距離があり、パー 5
などは600ヤードを超えるところもあり、日本
でのスコアよりは、残念ながら若干悪くなる。
グリーンに乗っても、うねりがあり、芝目も強
弱があって、油断すると 3 パットする。キャデ
ィーが割りに的確に教えてくれるが、もちろん
最後は自己責任となる。一緒に回ったＯ君の奥
さんは、キャディー付のゴルフが初めてとの事
で、二人もキャディーが付いたときは珍しがっ
て喜んでいた（通常は一名だけ）。ゴルフ代は、
キャディーが二人もついても、ここでは2000元

（5200円）以下と安い。又、ゴルフ場が宿舎の
近くにあるので、タクシー代も片道30分程度で、
約250元から、と安くゴルフ好きのロングステ
ーヤーには、絶好のゴルフ天国だ。あるショー
トホールで、私の球は少しオーバーして奥のカ
ラーにとまり、後の三人は見事ワンオンした。
池越のショートで、オンしたときは、池の噴水
が、勢いよく吹き上がりオンしないと、噴水は
静かなままだ。一回目のラウンドの時は、グリ
ーンにセンサーでも着いているのかと、皆で不
思議がったが二回目に英語の少し出来るキャデ
ィーが付いたので、聞いてみたら、なんとゴル
フカートがとまっている日よけの小屋の柱にス
イッチがあり、もう一人のキャディーが、グリ
ーンオンを確認してから、スイッチを押してい
るのだとの事。O君ご夫妻、私の家内も大笑い
であった。

9．台中バス事情
振英会館の最上階には、気軽に使える集会所

があって、覗くと誰かがお茶を飲んでいたりす
る。初対面の挨拶をすれば、旅の空の気楽さで
旧知の仲のように、話ができるのが楽しい。大
体　60才代後半から70代にかけての初老の夫婦
が多い。中には80才代の方もいる。 9 Fで、お
友達のO君ご夫妻とお茶をしていた時に、台中
のバスは、 8 km以内だと無料だと情報を得て、
さっそく近くのコンビニで、公共交通用の悠遊
カードなるものを購入した。このカードは基本
的にはプリペイドカードであるが、最初に最低
限の金額さえ、購入しておけば、後はバス乗車
時、又は降車時に使用して、引き落とし額（バ
ス代）はゼロとなる。この宿舎には、年配の方
がほとんどで、又、リタイアしてから、初めて
台湾に来られた方も多く、中国語がわからない
人が多数であるが、皆さん有効にこのバスの無
料システムを使って、早朝、台中公園に太極拳
の練習にいったり、近隣の観光スポットを巡回
したりゴルフ、テニスの練習場にいったりと、
台中生活を満喫していた。但しこのバスの無料
キャンペーンは、新設工事中の地下鉄への対抗
の為とかでその内に打ち切りになるらしい。バ
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スの乗り方に慣れてきたので、帰国時はバスで、
台北国際空港まで行った。行きはタクシーで
3,500元だったが、バスだと、240元/一名だった。
時間はタクシーが一時間少々で、バスだと二時
間半位かかる。

10．交換レート
台中では、諸事比較的安全で、スーパー等で

は、クレディットカードが、問題なく使える
が、やはり現金は必要である。当面、必要な現
金は空港で換えるしかないが、国によって事情
は変わるが、一般に空港では交換率が悪くて、
必要最低限の換金に抑えるべきだ。私は、宿舎
の近くの銀行で、換金したが、当日レート（仲
値2.57円）の時にC I T I 銀行の日本の口座から
の換金は、一元が2.72円で、現金（日本円）から
の換金は2.60だった。現金が一番有利との結論
がでた。その後、南の会の定例会で、クレディ
ットカードのキャッシング機能を使って引きお
ろすのが有利との話があり、早速自分のカード
にキャッシング機能を追加したが、まだ未使用
だ。考えてみると、年利は20％近くて、しか
も国によってはカードの使用そのものが危ない

（フィッシング等）。又、高い金利を避ける為
の、早期返却の為の、依頼電話も面倒だとなる
と、やはり現金（あるいはTC）が一番かもしれ
ない。尚、後でわかったが、振英会館では、フ
ロントに日本円を持っていけば、銀行で両替し
て来てくれる。

台中滞在中に出会った全ての方との交流、思
い出を書きたいのですが紙数の関係で到着二日
目を選びました。

11．ある一日・・・到着二日目
6 : 00　起床
7 : 00　我々の部屋のある 7 Fの共同エリア

で、日本より同行のO君ご夫妻と朝食
がてら打ち合わせをしていると、初対
面の方々が通りがかりに挨拶されたの
で、日本から持参のコーヒーをご馳走
して色々と話を伺う。（Hさん、Aさん
ご夫妻）

Hさんは、81歳　もとお医者さんで、
リタイア後、海外旅行を楽しんでおら
れるとの事。
Aさんご夫妻は町田市から来られ、A
さんは大病されたが、克服されて、今
は定年退職後、海外生活を楽しんでい
るとの話を伺う。
Hさんは、台中を拠点にインドまで足
を伸ばすということで、81歳という年
齢を考えるとそのお元気さには脱帽す
る。

9：30　ホテルのスタッフで日本語のできる
良美さんに、付き添ってもらい、携帯
電話のS I Mカードを買いに行く。300
元（780円程度）で、パスポート等を提
示すれば、簡単に購入できる。一応緊
急時用として、携帯での連絡が可能に
なり一安心。
その後、O君と、町を歩き、門構えが
立派で、為替業務をしていそうな銀行
に立ち寄る。台湾は、日本と同程度ク
レディットカードの安全度が高く、普
及しているが、それでも現金は必要な
ので、元に、両替する。私はC I T I
銀行のCASHカードで台湾元を下ろそ
うとするが、上手くいかず結局係りの
人がたすけてくれた。O君は、日本円
を元に両替した。
その後、O君と、てくてくと二時間近
く町を歩き、孔子廟や、宝覚寺（巨大
ほていさん）を見学。
疲れを知らない子供の様に、元気に行
動するO君と一緒に行動して、少しば
て気味となる。
着いたばかりでバスの乗り方もわから
ず、ひたすら歩くしかなかったので、
疲れた。

16：30　朝、一緒にコーヒーを飲んだAさん
ご夫妻に、誘ってもらい近くの素食レ
ストランで、一緒に食事をした後に、
市場に連れて行ってもらい食材を仕入
れる（伝統市場と称する）。
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台湾の人でごった返すこの市場は、野
菜、果物、肉、魚となんでも安くて、
新鮮な物が手に入る。活気にあふれ
て、商品を冷やかしているだけでも楽
しい。

21：00 　宿舎に帰って、またおしゃべりをし
ていたら、部屋に帰ったのは21：00で
くたくたに疲れ、風呂に入って爆睡。

以上

初めての海外ロングステイ イン「ハワイ」
関東甲信越支部　№1177　小池　忠彦

2012年 6 月 1 日~ 6 月30日迄の 1 ヶ月間、ハ
ワイでのロングステイに行って見ての、不安な
部分、 1 ヶ月の内容、感想等を、記して見たい
と思います。
（1）何故「ハワイ」だったのか。
過去、 1 週間程度の旅行では、 5 回程行った

所ではあつたが、ゆっくり、少し長く生活をし
て見たかった。治安、言葉の問題（英語は話せ
ないが、ここなら何とか成る）町並みは多少知
っていたので、行動に不安は無い（病院、買い
物等含む）滞在中の過ごし方が、何となく判り
そう、その他・・・・。ただ、ここでの費用が
掛かるのは、ある程度覚悟はしないと・・・・。
（2）何故「 6 月」だったのか。
まずは家庭内の障害が無かった事。会の人達

が比較的多く滞在して居ると聴いていた事。ロ
ーシーズンの為滞在費が比較的安価と聴いてい
た事。気候も良く、天候が安定している事等を、
考慮しての決定である。
（3）コンドミニアムの予約の仕方、インター

ネットでの航空券の取得も初めての為、会員の
方に教えて頂き、コンドミニアムは、ハワイに
ある会社のココリゾートにインターネットにて
お願いをして「ワイキキバニヤン」を、飛行機は、
H I Sの格安航空券を¥80,400/ 1 人 往復 で「チ
ヤイナエアライン」の予約が出来たのは 1 月初
旬の事であった。何れも、「カード」支払いにし、
併せてカード付帯の「海外旅行保険」を利用し
た。滞在中はのんびりし、特に計画も立てずに、

ゴルフの 2 ~ 3 回位しようと道具だけは持って
いった。ホノルル到着後、タクシー（チップ含
め45ドル）にて、コンドミニアムに行ったが、
チェックイン迄は、 3 ~ 4 時間あったので、荷
物をココリゾートに預け、ハワイ支部長高田宅
と副支部長村林宅（両家共ワイキキバニアン）に
挨拶を済ませ、夕方、明日からの食料の買出し
に出掛けた。翌日はまず　「ザ・バス」のチケ
ットの購入（シニア15ドル）滞在中の足はバスで
あり、期間中乗り放題のチケットは絶対必要で
ある事も会の方達に聴いてあったので、早めに
手に入れた。現地に来て、初めて分かった事で
したが、「滞在期間」　「滞在場所」を南国メー
ルにて知らせておくと、会の行事（パーティー、
ゴルフ等）の誘いとか個人的の誘いがあって、
当初、夫婦 2 人だけの行動をイメージしていた
のが思い掛けず、多くの方達と一緒に話が出来
たり、行動を共に出来たり、長いと思っていた
1 ヶ月が、非常に短く感じた。何故かと言うと、
1 日として、部屋でゆっくり過ごした日が無か
った事である。到着して 2 日目に「ウエルカム
パーティー」をして頂いた。前にも記した通り
6 月にステイ者が多い事で、この日を計画して
くれた様だ。支部の方達、前から来ている方達
と、私達の様に来たばかりの方達総勢16名であ
ったが居酒屋にも拘わらず、料理は出るが飲み
物は各自持参で、持込み料無しと気を使ってく
れたパーテーであった。中旬には、「ポットラ
ックパーティー」で、会員以外の方の参加もあ
って、36名の参加と下旬には「バーベキュー大
会」があり、会員以外の方も含め60名程の大パ
ーティーあり、又「サヨナラパーティー」等多
くの方達と、種々の事をフレンドリーにやって
頂きました。ゴルフは毎週火曜日と金曜日の 2
回、名門の予約をしてくれて、都合で参加出来
る時だけご一緒させて頂き、毎回12~16名位の
方達とのプレーができた。（送迎込みで約110ド
ル~160ドル程）お陰で、私は 9 回妻は 7 回プレ
ーを行った。其の中で、「南国の会のコンペ」
は16名ホノルル滞在者（バニアンオープン）のコ
ンペは28名の参加等も企画して頂きゴルフは予
想以上に、充実していた。
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その他の日は、バスを利用して「イオラニ宮
殿」「博物館」「美術館」「植物園」「パールハー
バー」等の見学 「島一周」のお出掛け 「ビーチ
廻り」に加えて「ダイヤモンドヘッド登山」「コ
コヘッドの登山」「ダイヤモンドヘッド外周」
を歩いて一周したり、日本だけで有名な「此の
木　何の木」を見に行ったりと毎日、何処かへ
出掛けていた。これは、本を見たり、島内を良
く知る人の話を、聞いたりして、明日又は、明
後日の行動を決めていた。繁華街の探索は主に
夜出掛けた。又、毎週土曜の午前中には、ＫＣ
Ｃ（カピオラニ コミニティ カレッジ）で行われ
る「朝市」には、 3 度出掛け、そこで朝食を取
った。バスで行った時も、歩いて片道40分程の
所を往復した時もあった。支払いは、多少の現
金は持って行ったが、可能な所では、「カード
支払い」をメインとした。（マイルを貯める為）
毎日、「万歩計」を付けていたが、多い日で 2
万歩を超えた日（ゴルフ、散歩）少ない日で 1 万
3 千歩位は歩いていたので、日本での生活に比
べ、本当に良く歩いた。何をするにも、何処へ
行くにしても時間は充分有るし天気の崩れはま
ったく無く、何よりも会員の多くの人達の暖か
い助言が有ったからこそ出来た事であり、皆様
に大変感謝しております。又、帰りの荷造りで
は、 1 つが28kになり、やり繰りをしても、所
定の23キロを超える26キロにしか出来なかっ
た。超過料金覚悟の上で搭乗手続きを行った所、
重量オーバーに関しては、問題なしと言われ帰
国の途に着いた。

①.海外への飛行機の利用状況や航空運賃・携
帯荷物の重量対策

飛行機ですが最近は格安航空のエアーアジア
を利用しています。自分たちの日程を見ながら、
安い料金日があれば,日も変更しております.例
えば・・・・・・・・
本日（9月23日）　日本語ウェブサイトが開

設され航空券の予約を受け付けます。

ペナン（マレーシア）
関東甲信越支部　№1284　高木　進

http://www.airasia.com/jp/ja/
キャンペーン価格は
羽田－クアラルンプール　片道　5,000円
ホームページには
羽田発　片道　5,000円航空券
クアラルンプール　から他都市への格安料金
ホテル込のマレーシア　格安料金
の案内が掲載されています。
チケットを購入する時は重量も20KGとか

25KGを事前に申告します。登乗時になっての
重量オーバーは、割増で高額を要求されますの
でくれぐれもご用心！今後は事前に荷物のペナ
ンまでの申請していれば、クアランプールで再
び預け替えしないで、ペナンまでスルー出来る
そうなので、それでやりたいと思っています。
羽田23 : 55出発して、翌朝6 : 35にクアランプー
ルに到着します。クアランプールからペナンは
約 1 時間です。予約の時は必ずペナンと指定し
てください。

②.ペナン島コンドミニアム（住まい）の紹介
私達が住んでいるマイアミビーチにあるコン

ドミニアムの写真です。このリゾート地は海岸
に近くて、28階立ての 5 棟と何棟かの低い建物
で成り立っています。主な施設としては大型プ
ール・スポーツジム・テニスコート・バスケッ
トコート・サウナ・コミニティホール・バーベ
キュー設備等があります。私の住む部屋から。
180度方角のパノラマ風景が見渡せます。部屋
の窓下はプールが見下ろせ、裏山は岩肌及び樹
木がおおいい茂っています。A棟21階に有り、
購入したのは娘夫婦で、娘名義のコンドです。
この部屋を利用するのは主に私達夫婦だけです
が、たまには娘が孫を連れて来ます。コンドの
大型プールで 1 年に数回遊ぶ程度です。娘達は
年に 2 日から 3 日宿泊します。娘の家族は本島
に住んでおり、コンドとの距離は車で 1 時間で
行けます。部屋の間取りは、 3 ベットルーム、
リビング、キッチン、バスタブがあります。ジ
ョウジタウンへはバスで約40分、スーパーは車
で約15分の所に有ります。
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③.お金の管理や保険・医療について
銀行はロングスティの許可をもらうための拘

束預金約500万円と自分名義の銀行預金（ホンロ
ンバンク）だけです。名義人は 2 名連記がいい
です。理由は 1 名だけの時、本人が死亡したら、
預金を国家に没収されます。私たち長期滞在者
で 1 番心配なのが病気の治療です。ペナンの医
療水準は日本とほとんど同じです。時々医療講
習会が行われ、24時間対応の総合病院（日本語
の通訳がいる）がありますので、救急の場合の
応急手当及び連絡方法またどのような専門医が

いるか等説明をしてくれました。日本から離れ
ていても病気治療は何とかなると思います。私
達が利用しているのはUCSゴールドカードで
す。日本から出発して 3 ケ月以内の払った治療
費は、後日請求すると保険金がでます。非常に
簡単で便利で、安心が得られるので利用される
事をお勧めします。それから月払い 2 千円弱の
傷害保険にも入っています。

④.私達の趣味と遊び、運動
マレーシア本島の娘の家に同居する時は、食

事・掃除・衣服の洗濯付です。孫の塾への送迎・
サウナやマッサージ・市場への買い物が主です。
孫と遊んだり結婚式・宗教的な行事・家族・親
戚・・友人達と頻繁に食事会に行きます。それ
から私の趣味である家庭菜園（写真）で植えてい
る野菜は,トウモロコシ・枝豆・ニラ・中ナス・
オクラ等です。特に枝豆の収穫はロングステイ
の日本人には大好評でした。

果樹はパパイヤ・マンゴー・ランブータン・
みかん・アボガド・グアバ・パイナップル・レ
イシ等があります。パパイヤは生食は勿論の事・
炒めたりサラダや浅漬け・スープ等に利用でき
便利な果物です。

ペナンでの生活の中で、 1 番盛んなのはゴル
フでしょう。ペナン島にはゴルフ場が 2 ヶ所あ
り、マレー本島には 1 時間程でいける所が 5 ヶ
所あります。次にテニス・ヨガ教室に通ったり、
色々な分野のボランテア活動・パッチワーク・
読書・陶芸をしたりします。運動としては低い
山登り・ウオーキング・スポーツジムのトレー
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ニング・プールでの水泳等です。おいしい店の
食べ歩き・小人数のパーテイや友人宅を、お互
いに訪問する等をやっております。そして、お
互いに情報を交換しています。

⑤.ペナンの街の風景
ペナンの 1 番の特徴は世界遺産に登録され、

政治の中心でありながら観光・経済の盛んな大
都会と、静かな山並みときれいな海岸線・田舎
が同居している事でしょう.マーレシア本島と
ペナン島は、フエリーとペナン第一大橋が約
24kmで結ばれています。極楽寺は特に有名で、
旧正月頃の夜景は最高にきれいです。色々な飾
りつけとイルミネーションを見ていると、あの
世の極楽浄土とはこんなに素晴らしいところか
と、幻想を抱く程でした。中国の寺院・インド
のヒンズー教の教会・マレー人の回教寺院・タ
イ国・ビルマ寺院も立派です。マレー人の伝統
産業としてバッティク染色・ジョージタウンに
はリトルインディア街やコーンウォーリス砲台
やサイクリング観光等が有ります。

近年出来た人気のスポットはストレートキー
といい、週末にかけては大勢の人が集まり、モ
ダンな街のぶらぶら歩きは最高です。海に面し
たヨットハバーや高級リゾートレストラン街が
あり、沢山のヨットが浮かんでいます。オース
トラリアやハワイを連想する様な街です。テス
コ（スーパーマーケット）での買い物は、日本の
ショッピングセンターとほとんど同じです。

⑥.ココナッツクラブの紹介
南の会のメンバー（NO495　石原さん）経営

の トロピカルリゾートは皆さんご存知と思い
ますのでそのほかにペナンのロングステイヤー
に人気の現地の旅行社が運営しているクラブ

（メールアドレス sanni@coconutclub.com.my）
があります。色々な旅行プランや相談・日本図
書の貸し出し・住宅の斡旋などをやっている会
社でペナンココナッツクラブといいます。

この会社はきめ細かく行事を行います。クリ
スマスパーティが私の住んでいるコンドのコミ
ニティセンターとプールサイドでのバーベキュ

ー施設で行われました。少額の費用と参加者が
料理を 1 品づつ持ちよりのパーティでした。こ
のパーティの最高の楽しみはクイズ形式で豪華
景品の当たるパーティでした。また現地レスト
ランでの料理教室が月に 1 回ほど行われていま
す。また恒例のココナッツクラブの新年会がE
アンドOホテルで行われました。大勢の会員が
集まりました。ここは高級ホテルの、リゾート
海岸側でのパーテイ（写真）です。費用は日本の
価格の 3 分の 1 位でしょう。

⑦.南国暮らしの会の行事
南国暮らしの会・ペナン支部の、焼肉パーテ

イ（写真）が開かれました。会場はデパートガマ

の右の建物で伊藤さん（NO1387）の住んでいる
コンド（タイムズスクエアー）のプールサイドで
した。眼下にはマレーシア本島をはじめジョウ
ジタウンや海岸まで続く街並みがきれいに見え
る所でした。幹事さん達には大変お骨折りを掛
けましたが焼きそば・牛肉・豚肉・ベーコン・
とうもろこし等などを食べました。ジュースや
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ビールを飲みながら歓談をし楽しい時をすごす
ことが出来ました。ペナン在住の私達やペナン
支部長に連絡下されば、会員に呼びかけ、臨時
の食事会やゴルフ等のお供を致しますのでご一
報下さい。私がペナンに居るときは車で案内出
来ます。

⑧.ペナンの主な観光行事
毎年 7 月の第三土曜日に行われるジャパンフ

ェスティバル（盆おどり）は、約 7 万人の人出が
あります。舞台を作りヨサコイ・ダンス・ショ
ー・和太鼓の競演など等、それはそれは素晴ら
しい演芸でした。この大きな公園の中に無数の
屋台が作られ、その中を歩くのにごった返して
大変でした。鮮やかな花火のフィナーレで日本
人会主催ですが、私の友人で元日本人留学生で
作る協会の事務局長さん、や多くの日本人会の
人たち等の奉仕で成り立っているそうです。

インド人の最大の祭りはタイプーサンでしょ
う。裸体の男性の顔面（写真）を、アルミの棒を
口の両横を串刺しにしているのです。背中には
大きな釣り針を何十本も皮膚に引っ掛け、それ
に鈴とか飾り物をぶら下げ紐を結び、お供の人
が紐をピーンと引っ張って、支えて持ち歩いて
おります。血が流れず化膿もしないそうで不思
議でした。この荒行は本国インドではもう禁止
されており、現在では世界でもクアランプール
とペナンだけだそうです。

⑨.私のペナン島での生活
ペナン在住は 2 /中旬から 4 /中旬と 7 /下旬

から 9 /上旬 の期間です。服装はTシャツ 1 枚
に短パン・ビーチサンダルです。中華・インド・

マレー・タイ・欧州・日本などの屋台も多く、
夜も蚊や虫がほとんどいなくて、夜長を楽しん
でいます。コンドも海岸に近く日中は32℃位
ありますが海風があり、カラッとしていてほと
んどクーラーを使いません。車で市場に買い物
に行き、 1 日 1 回は和食を自分達でを作ります
が、あとは外食が多いです。人気の店や飲茶で
食事をした後、マーサージ（ 1 時間で約500円）
や針（ 1 回約400円）に週に 1 回は通います。

プール・ウオーキングは毎日、ハイキング・
ジム・ヨガ・太極拳等を楽しんでいます。

友人夫婦と遊びに行った時でした。私達が普
段良く行く市場の隣にあるマレー人の集会所
で、ちょうど結婚式が終わったところに出会い
ました。花嫁の父親から、貴方達是非会食して
祝ってくださいと誘われ食事が出てきて、記念
品をもらい家族と記念撮影をしました。同行し
た友人夫婦は、後日彼等に写真を届けに行った
ら、大歓迎を受けたそうです。彼等の家の中の
生活や学校、観光地を一緒に廻ったそうです。
現地マレー人のこの様なもてなしが、彼等にと
って最高の思い出だったようです。

2011年 3 月24日、正式にMM 2 H（マレーシ
ア、マイ、セカンド、ホーム）を取得し私達の
マレーシア、ペナンでのロングステイ生活が始
まりました。（必要申請書類が全て揃って申請し
て約 3 ヶ月経過していました。）

1．「食事」
基本的には全て自宅での食生活です。
食材
野菜、肉類、魚貝類、当然現地調達に成ります。
調味料

味噌、醤油、酢、塩、味醂等は日本食材店（明
治屋、新大馬、GAMA、JUSCO、TESCO，等）
があり、冷凍食品、各種缶詰、酒類もかなり
充実しています。（我が家ではお米については
帰国毎に日本から持参しています、幸運にも

ＬＳに際しての小テーマに答えて
関東甲信越支部　№1387　伊藤　彰
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一度も税関ではチェックされる事なく無事通
過しています。
水、ガス

宅配です。（水；20Lボトルをサーバーで）
（ガス；ボンベ、室内に設置）
調理

ガステーブル（ 2口）、IHヒーター（卓上型）です。
外食

朝食は週 3 回程度、飲茶、コーヒーハウス
でのサンドイッチ等気分次第で。昼食は週 2
回程度、フードコートで麺、ピザ等。夕食は
月 2 回程度ホテル、中華レストラン等で主に
ブッフェです。

2．「お金の管理、保険」
MM 2 H，必須定期預金、RM150,000.－
定期預金、 1 年定期自動継続（金利；3.15％）
1 月定期自動継続（金利；3.00％）
当座の生活費は普通預金口座の残額が少なく

なった時点で 1 月定期預金を解約しています。

我が家の1月の生活費
家賃； RM 2,600
食費； RM 3,000
光熱費； RM 250
交通通信費； RM 300
教養費； RM 350
医療費； RM 700
雑費； RM 850
合計； RM 8,050.－
保険
クレジットカードの付帯保険

3．「健康管理」
私達は 2 人共に高血圧等の持病があります。
定期的に診察及び投薬を続けています。その

他に現地のローガンライ病院で年 1 回人間ドッ
クを受けています。

2011年には人間ドックに併せて内視鏡検査
（大腸及び胃）を受けましたが、診療方法が日本
と異なり麻酔？（説明では睡眠薬との事でした
が）の処置をされますので、家内は苦痛も無く

（当然ですが）良かったとの事でしたが私は日本
でのモニターを見ながらの方式に慣れていまし
たので若干不安でした。

費用は日本円で約12万円（ 1 人）でした。
今年は内視鏡を除く人間ドック＋腫瘍マーカ

ー検査を受診しました。費用は約 3 万円でした。
2 人共に今年高齢者の仲間入りをしましたの

で、そろそろ医療保険への加入を検討する必要
があると認識しています。
（日本に帰国時は自由診療で対応しています。）

4．「航空会社」
自分で手配するときには主としてLCC、中で

もエアーアジアを利用しています。
ペナン～クアラルンプール～羽田間は先日ま

ではペナン～クアラルンプール、クアラルンプ
ール～羽田別々の予約でしたが、やっとペナン
～羽田間でフライスルーが可能に成りました、
KLでの荷物のピックアップが不要に成りやれ
やれです。

私達の住居が埼玉ですので羽田での発着便は
大変便利です、出発時刻が午後11：45ですので
丁度良い時間です、KLには朝 6 時前後の到着
ペナン着は9：00ごろですので10時には自宅に
到着です。

先日プロモーションがあり来年4月の帰国チ
ケットを予約しましたが料金は以下のとうりで
した。

ペナン~羽田 ¥15,800
羽田~ペナン ¥18,700
往復合計 ¥34,500

（燃油サーチャージ含む、帰国時荷物15Kg、
出発時荷物25Kg、座席指定等全て含む）
4／18帰国、5／22出発
注；会員登録を行っていますとプロモーショ

ンの案内がメールで有りますし、予約手続きも
非常に簡単です。KLのLCC空港が来年 5 月頃
移転するとの事です。

注；文中RMは現在やく27円での計算です。
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海外での病気の事
「2012年秋　猛暑の日本を逃れて」

関東甲信越支部　№586　磯崎　興志

この 4 年間、毎年消化器癌で友人を次々と失
い、自身のまだらぼけ症状を自覚しつつ近い将
来の寿命期限（現在73歳）を痛切に感じる昨今で
す。

ロングステイらしき半年毎の海外生活（主と
してゴールドコースト）を 7 ～ 8 年過ごしてみ
ると日本の良さが見直され　ない物ねだりで
GC滞在中は　美味しい米、和菓子、温泉、桜、
紅葉、便利なコンビニ、責任ある対応できる店
員、などの日本が恋しく　一方　在日中はGC
での温暖な気候（平均24度）、ペリカンがいる気
持良い潮風海岸散歩、クジャクが闊歩する公園、
簡便なゴルフ（片道15分　18ホール 3 ～3.5時間
―半日散歩―週 3 回）が良いなどと思いあぐね
ています。

外国人人間模様では 2 － 3 年前の騒がしいコ
リアは激減し昔の日本の農協集団のようなアロ
ーガント（厚かましい―わがままな）、ゴミまき
散らかすチャイナ集団―、むっつりしたインド、
モスリム系が目立ちます。

ゴールドコーストのオージーは基本的に外来
者を歓迎しにこやかに挨拶し　性格も紳士的で
すが電気製品、電話、パソコン、 、などの修
理はできず時間ばかりかかり大トラブルの原因
で最後は自分の責任ではないの常套句となりま
す。

一部会員の要望もあり　以前報告した医療情
報を再掲載します。

基本的に経済的には日本は医療費が安くまた
簡便であるがために患者数が多く診療側では時
間がなく点数を上げるための検査に頼る傾向あ
り、患者側では医療機関にかかる頻度が多すぎ
　年間37兆円の医療費が掛かり年間税収規模に
迫っているのが現実で　医療費の91％は入院
費のため経費節減で重症患者（癌末期）でも 3 か
月で退院処置になり、結局終末医療は在宅家庭
医の担当が強いられている。

どんな重症患者でも引き受けられるような家
庭医需要（終末対応ができる―24時間対応の）が
異常に強く求められている　今後効果ある医療
を実践しなければ税金、保険料の負担増加、年
金の削減が確実に予想されます。

一方　老人は多臓器にわたる疾病があるため
服薬も多く　慢性で長期受診しているため全身
を診察し病歴を十分に考慮、説明が分かりやす
い必要に応じた検査をする介護にも詳しい医者
が良い、同様な検査、安定剤系の重複が目立ち
　内科、整形外科、眼科などに別々受診して重
複した類似薬効を服用している方もいる。

全身CT検査で異常なければ癌は全否定でき
るとの信仰があるが誤りであること　血液癌―
白血病系は塊―リンパ腫などの腫瘍なければ
CT検査はダメ。

質問多い　頻度の多い症状から、どのポイン
トで医者にかかるか　問い合わせる前に南国の
会　医療携帯集、外務省ホームページの参照し
海外支部（現地情報通がいる）に聞くこと

下痢；東南アジアに多い　便に血液、粘液が
あるか　腹痛、発熱
尿量減少伴う脱水を伴うか、熱中症が
あるか

発熱；熱の程度と期間　いわゆる感冒以外を
考える時
3 日間持続する高熱、咽頭部痛あるか、
関節痛、咳、痰、有無、

デング熱；蚊によるも刺された事に気ずかな
い　持続する高熱と筋肉痛目立つ、特
効薬（テトラサイクリン―ミノマイシ
ンなど）ある、早期治療が大切である
こと　治療は日本よりは慣れている現
地医療機関のほうが良い―現在テトラ
サイクリン系は一般薬局の在庫ない場
合が多い　国内持ち帰りデング熱年間
200例以上

腹痛；寝られないほどの痛みあるとき―胆石
症～胆のう炎～膵炎、腎結石
最近は胃、12指腸、潰瘍よりは　胆の
う炎、胆石症、逆流性食道炎が多い

頭痛；いきなり脳疾患を考えずに　副鼻腔炎、
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偏頭痛、眼疾患、女性では肩、頸部の
筋肉痛、の場合を考えたい

一般的な注意点、相談が多い事項
服薬内容（降圧剤―不整脈剤の副作用、眠剤、

下剤）、検査データ関係、肺炎、狂犬病ワクチ
ンの実際、介護関係、終末医療、セカンドオピ
ニオンの求め方、良い医者（内科では基本的診
察をする医師）、病院の見方など

特に嚥下困難（脳血管発作後マヒ、胃食道手
術後、鼻―咽頭―喉頭疾患、気道狭窄―夜間呼
吸停止症候群）ある方はぜひ肺炎ワクチン（ 4
－ 5 年有効 2 回以上できる）を老人死亡原因は
肺炎が多い

悪性リンパ腫（ 3 例― 1 例死亡）、膵臓癌（ 5
例―会員外含む―全員死亡）帯状疱疹、前立腺
疾患（男性は前立腺癌判定血液検査PSA測定
を）に関すること

2 週間以上滞在の場合の持病持ちは処方箋の
コピーを（製剤名必要）

重篤な疾患は血管系に多い〈早朝発作が多
い〉；脳出血、心筋 塞、エコノミー症候群（急
性血管塞栓）、不整脈、など。

東南アジアは油物の外食が多い為　胆のう膵
臓疾患には向かない。

米国は医療費が非常に高い為　　保険関係の
チェックを。

持参薬　例；一般風薬　（ロキソニンなど―
解熱鎮痛剤― 5 日間分）

下痢止め（ 5 日間分）　　抗生剤（ 5 日間分）
消化剤（ガスター、タケプロンではなく消化

を助ける薬、区別できていない方が多い― 1 週
間分）

便秘剤、眠剤（量は個人による―自分で適量
を前もって調べておく―アルコール同時服用は
禁忌　長期間航空機での眠剤使用相談が多い

最後に
サラリーマン川柳〈講談社〉から
＜定年で磨きがかかる主夫の腕＞
＜喫煙者税金払って嫌われて＞
＜同窓会介護と墓で盛り上がり＞
＜ドル。ユーロ。円があっても縁がない＞
＜チョウ不況むかつく政治マジ不安＞
自作
＜豪州のお酢のオニギリ、鮨トレイン＞
＜スマホ携帯こなせる機能は電話だけ＞
＜海外LS不調なり家内ビザ拒否されて＞
＜怖いのは地震、雷、中国人＞

11月/2012年 NO586磯崎

会 員 か ら の 投 稿 写 真

№1269岩崎宏様の提供です。
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私はこのたび故
ゆえ

あって、10年余に及ぶ会員生
活に終止符を打つことになりました。10年余と
言えば2000～2011年まで過ごした私のチェンマ
イロングステイのとほぼ同じ長さで、その間当
会に関わったことは多く何かと思い出は尽きま
せん。

お別れに際し、会や会員さんのために何かお
役に立つことはないかとあれこれ思案の末、表
題のようなことを思いつきました。「旅支度」
については過去にも似たモノを配信し、いささ
か好評を得たことがあるのでそれに改訂を加え
再版することにしました。ところが会員さんの
最近の傾向として、Middle　Stay（ 1 ～ 3 か月
滞在）志向の方が多くなってきたようなので、
今回はそのMSを念頭においた旅支度（改定版）
を作ってみました。

これが多少なりとも皆様のお役に立てば幸い
であります。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

［旅支度］
※一般向きには○印を、MS向きのものには□
印をつけてあります。

☆貴重品
○パスポート　　○航空券　　○マイレージカ

ード　○クレジットカード　　○現金
○海外旅行傷害保険証書　　○スーツケースの

キイー
○前回使い残した現地通貨があればそれも忘れ

ずに
□現地銀行に口座がある人はその通帳とATM

カード
□現地で車を運転する予定の人は海外運転免許

証
□現地医療機関を利用したことがある人は、そ

タイ全土を巡られた元チェンマイ支部長の
先輩から教わる事　「旅支度」

関西支部　No.558　伊澤　豊

この診察券
□家を留守にする場合は自宅の玄関キイー

☆携行品
○現地行動用バッグ（手提げはダメ。　斜め掛

けベルト式かデイパック＝リュック）
○折りたたみ雨傘　　○機内は冷えるので薄手

のジャンパー等　　○帽子　○洗面具一式
○常用薬　○南国の場合は半そで・半パンも　
○ビニール袋（洗濯物や汚れモノ入れ）
○デジカメや充電器　　○サングラス　　○靴

ベラ　○スニーカー　　○化粧品　　○メモ
帳

○入れ歯接着剤　　○ボールペン　○ガイドブ
ック　○簡易医療品一式（バンドエイドも）

○携帯式簡易裁縫道具一式　　○アフターシエ
イビングクリーム　　○パジャマ

□卓上カレンダー　□ヘアドライヤー（ホテル
であれば大抵常備されているが）

□孫の手　□爪切り　□食器洗い用ナイロンた
わし（ネットクリーナー）

□サランラップ　□洗剤（洗濯用・キチン用共
に現地コンビニでも売っているが）

□ナフキン（洗面台に飛散した水滴を拭うため
にも）　□携帯用包丁・まな板

□小ビン入り醤油・ポン酢（タイすき等に重宝）
□石鹸（洗面台が汚れるので石鹸台も）
□タオル＆バスタオル　□コンパクトな物干し

用ナイロンロープ　□ハンカチ数枚
□物を挟むためのクリップ　□小型目覚まし時

計　□携帯電話（現地で買うのがよい）
□使い捨て・・割箸・アルミ箔の皿・ナイロン

袋
□ナイフ＆フォーク（プラスチックの簡易なも

のはステーキなどにはダメ）
□茶碗や皿類（軽くて割れないプラスチック製
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のもの）
□使い捨て軽便カミソリ　□必要に応じて現地

人へのお土産
□ごみ箱用袋（現地スーパーなどで買い物をし

た時のナイロン袋を使うのが賢い）
□必要な方はノートパソコン（機能に応じてCD

やDVDも持参すれば楽しくなる）
□退屈しのぎに読む本を何か（長編モノなど中

身の重たいモノが良さそう）

☆小物類
○（水に流せる）ポケテイッシュ　　○爪切り　
○輪ゴム　　○小さいハサミ
※オエ袋（？）（機内の座席前の背もたれポケッ

トに必ず入っている紙製ゴミ袋を頂戴）
‥現地でバス旅行などの車酔いで吐き気をもよ

おした時に役立つ。

◎三種の神器
○ツッカケ；　別名サンダル（外国のホテル・

コンドミニアムにはスリッパの無い所が多く
ツッカケはそのまま外出できるので至便）

○ナイロンタオル；　ホテルのバスルームには
背中を洗うにふさわしいタオルが無い。

□ハンガー；　安宿の場合ハンガーそのものが
無い（クリーニング屋から付いてくる使い捨

てプラスチック製のアレが最適）

☆食料品：
＊ステイ先にチン（電子レンジ）があれば；
□インスタント物；　出発前にスーパーで、パ

ックご飯・袋入りカレー・みそ汁・ラーメン・
うどん・焼きそば等を調達。

※‘赤いきつね’や‘どん兵衛’などのハッポースチ
ロール容器は、現地でみそ汁用
お碗に何度でも代用可、同じく‘焼きそば’の
容器もラーメン用にOK。

□漬物・ふりかけ等（無性に欲しくなることあり）

☆ゴルファー
○ゴルフ用パラソル（日本ではカートなどに無

料のモノが付いているがアチラでは無い）
○スポーツシャツの下に着る長袖のイナー（夏

場は日焼け止め、冬場は防寒着になる）
○日本のアメ類（ゴルフ中に自分はもとより、

キャデイにあげると喜ばれる）

※リピーターの方は、現地で荷物を預かってく
れる所がある筈。チェンマイの場合　荷物整理
用古ダンボール箱はチェンマイ大学南側の通り
中ほどで売っている。

［完］

ペナン（マレーシア）～チェンマイ（タイ）
往復二人旅ワイルドだぜ ! ! !

―2012年6月27日～7月6日　10日間、走行4,600km―
ペナン支部　No.1346　池田　諭・峯子

（ 1 バーツ　2.5円）
早期退職。ペナン島でグータラ生活約 2 年半。

サポート会社にチェンマイに車で行く計画を相
談。安全面から見るとやめた方が良い、タイで
トラブルが発生した場合サポート出来ないとの
事だったが、何とかなるだろうと車での旅行を
決行する。（車は日本であれば、完全にリタイヤ
している日産サニー1500）

6月27日（水）
ペナン～スラー・ターニー（？）　535km

7 時出発の予定だったが準備に手間取り 7 時
40分出発。出発してからパスポートを忘れたこ
とに気付き引き返し、結局 8 時に出発。前途多
難の兆候か？

マレーシア高速道路国境の近くで、出入国書
類及自動車保険書類を作成してもらっている間
に昼食（持参したおにぎり弁当）11時、イミグ
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レを無事通過（ドライバーと同乗者は別の窓口
で申請する）、 4 号線を北上。ナコーン・シー・
タマラートまでは順調に走行。その後スラー・
ターニーに行ったつもりだったが、手前の小さ
な町に到着。ホテルを見つけて宿泊。608バーツ。
古いが、部屋はとても広い。

タイマッサージ（ 1 時間 1 人200バーツ…マ
ッサージ嬢の 1 人は、おねー系）の後、夕食（70
バーツ）。野菜炒めと豚の唐揚げとフライドラ
イスを頼んだつもりだったが、出てきたのは野
菜のたくさん入ったフライドライスとごはんに
豚の唐揚げをそえたものの 2 皿。ドリンクは水
のみ。でもこれがとても美味。（ビールがあれば
もっと味が引き立つのに）

ホテルに帰ってシャワーを浴びるとすぐドラ
イバーは熟睡。（私はビールを飲みながら読書し
てから就寝）

6月28日（木）　
スラー・ターニー（？）～ペッチャブリー
646km

朝食はコンビニでサンドイッチとジュースを
購入（73バーツ）。初めてガソリン給油。その
際女性従業員のどこまで行くのかとの質問にチ
ェンマイと答えると「ワオー」と一言。

ひたすら 4 号線を北上。途中少し雨。昼食は
プラチュアップ・キリ・カーンの手前のガソリ
ンスタンドに併設している食堂でエコノミー
ライスのようなもの（110バーツ…タイではガ
ソリンスタンド、コンビニ、食堂の併設が多
い）15時にTESCO（イギリス系スーパーマーケ
ット）で少し休憩。16時ごろペッチャブリー着。
プラ・ナコーン・キリ歴史公園とカオ・ルアン
洞穴見学。洞穴への道中にはサルがいっぱい。

ペッチャブリーで 1 泊。（890バーツ。朝食付。
昨日よりランクは上。部屋も広く、バスタブも
ある）BigC（タイにたくさんある大型ショッピ
ングセンター）内のタイスキ専門店MKでタイ
スキ（470バーツ、スープは少し甘め。ここの
従業員はみんなよく気がつき，てきぱきと働く
…マレーシアとは大違い）

入浴後、すぐ就寝、熟睡。（私はビールを飲ん

でから就寝しようと思い、飲んでいる時に夕食
をとったMKにカメラを忘れてきたことに気付
く…もう夜も遅いし、明日は朝から出発する予
定だし、悔やんでもしかたがないから、もう 1
缶ビールを飲んで就寝）

イミグレの様子

同乗者用

ドライバー専用

6月29日（金）　
ペッチャブリー～スコータイ　576km

ホテルで朝食（美味）9 時出発。ラチャブリ
ー、スパ・バリーを経てナコーン・サワンへ。
こあたりは見渡す限りの田園風景。タイ米の
産地か？ナコーン・サワンのケンタッキーで
昼食（190バーツ）16時過ぎにピサノロックの
TESCOで少し休息。スコータイまで後わずか。
スコータイ泊（390バーツ。値段のわりによい
ホテル。宿泊客はビジネスマンが多い）ホテル
前のマッサージ屋でタイマッサージ（ 1 時間 1
人200バーツ）マッサージが終わると大雨。遠出
する気になれず、すぐ横の屋台で夕食。ワンタ
ンミーのような麺（60バーツ・美味）

ホテルに帰ってチェンマイ滞在の知人に訪問
の連絡をする。「ペナンから車で来ると思って
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いない」と、とてもビックリ！（チェンマイに
到着する事が確実になってから連絡した。この
連絡まで完全にシークレットだった）その後就
寝（私はビールを飲んでから就寝。）

6月30日（土）　
スコータイ～チェンマイ　402km

8 時40分出発。朝食は食堂で点心（80バーツ・
美味。たまたま入ったが、いろいろな客の写真
が飾ってあった。…たぶん有名かも）スコータ
イ遺跡公園でワット・マハタート、ワット・サ
ーシー、ワット・シー・チュムなど見学。（観光
客も少なく、ゆっくり見学。アユタヤよりステ
キかも）

11時、チェンマイに向けていざ出発！昼食
はコンビニでサンドイッチとジュースを購入

（131バーツ）山村。高原風景。土の色が赤土で
はなく白っぽい（大阪の土の色みたい）チェンマ
イに近づくにつれ雨が激しく降る。15時、コー
ヒーショップで休息。チェンマイまで後50km。
16時ごろ、チェンマイに到着。（バンザーイ）半
分・・・祝 ! ! !

チェンマイ泊（1100バーツ）今までで一番い
いホテル。知人に会い、コンドを見学後、タイ
マッサージ（ 1 時間 1 人140バーツ、安くて上
手）夕食は忍者ラーメンという日本食レストラ
ンでお好み焼きと冷麺と揚げ出し豆腐とトンカ
ツを 3 人でいただく。（美味だが、多少甘め。ご
馳走になる）チェンマイは日本人が多くペナン
同様車がとても多いという印象。

7月1日（日）　
チェンマイで1日過ごす。　62km

ホテルでゆっくり朝食。（お粥が美味）チェン
マイ市内観光（ワット・スアン・ドーク、ワット・
チョット・ヨート、ワット・ウモーンなど…ワ
ット・ウモーンは山の中の迷路のようなトンネ
ルの中に仏像がたくさんあり、印象に残る。）

昼食は知人と合流してホテルの隣のショッピ
ングセンターのホーカーで野菜炒めとやきそ
ばのようなものとマンゴージュース（125バー
ツ）支払いは、はじめにお金をチケットに交換

して、チケットで支払う、余ったら現金と交換
してもらえるシステム。午後は雨の中郊外のワ
ット・プラタート・ドイ・ステープへ（山の上
でチェンマイの街が一望できた。回廊に金の仏
像がいっぱいならんでいる。参拝客が多い）夕
方、昨日と同じ店でタイマッサージ（ 1 時間 1
人140バーツ…安い！）夕食は知人の友人たちと
一緒に食べ放題のしゃぶしゃぶ（900バーツ）そ
の後、サンデーマーケットへ行く、ペナン島の
夜市に比べるとチェンマイの方が素晴らしい。
チェンマイ泊（1100バーツ。昨日から連泊）

7月2日（月）　
チェンマイ～ナコーン・サワン　507km

ホテルでゆっくり朝食。（ヌードルのスープは
少し甘めだが美味）10時出発。リンピン（ショ
ッピングセンター）でタイ産の日本米「こめや
の米」購入（ 5 ㎏ 325バーツ）

11時から帰路につく。昼食はコンビニでサン
ドイッチとジュースを購入（84バーツ）。ラン
パン、ターク、カンペーン・ペッを通ってナコ
ーン・サワンへ。道中の道端ではカボチャがた
くさん売られている。箒やザルなどもよく売ら
れている。この日はドライバーは少々疲れ気味。
16時ごろナコーン・サワンに到着。ホテルを探
して宿泊（600バーツで朝食付、バスタブあり、
ベランダあり、部屋も広い…値段のわりにとて
もGood）

フットマッサージ（ 1 時間 1 人200バーツ）の
後、夕食はBigCの日本食レストランでトンカ
ツ定食（365バーツ）入浴後すぐに就寝、熟睡（二
人とも）

7月3日（火）　
ナコーン・サワン～アユタヤ～カンチャナブリー
418km

ホテルで朝食（美味、持参のポットにコーヒ
ーをいれてもらう）9 時出発。アユタヤへ。11
時から13時までアユタヤで遺跡見学。（ワット・
プラ・シー・サンペット、ワット・プラ・マハ
タートなど。それぞれ入るのに 1 人50バーツ、
有名な観光地は拝観料も高い！）



18

昼食はコンビニでパンと牛乳を購入（62バー
ツ）バンコクの手前でカンチャナブリー方面へ
右折する予定が、カーナビに高速道路（85バー
ツ）に誘導され、知らない間にバンコク市内に
入ってしまい、渋滞。少しの間バンコク市内の
北側をゆっくり走行。郊外に出て一路カンチ
ャナブリーへ。16時ごろカンチャナブリー着。
JEATH戦争博物館見学（ 1 人30バーツ）

ホテル（600バーツ）トイレ、シャワー室の内
側の扉がかびで真黒。インターネットも使えな
いというのでキャンセルを申し出たところ、出
来ないという。部屋を変えてもらう…かびはな
く少しまし。夕食はピザとパスタ（437バーツ）
…味は私達の口には合わない。ホテルに帰って
シャワー。ところがお湯が出ない。水と同じ温
度。お湯が出ないというと、部屋で10分待てと
いう。30分待っても40分待っても（待ってる間
にSPYというタイのワインクーラー（300ml）を
2 本飲んでしまった）誰も来ず、相変わらず水
シャワー。もう 1 度言いに行くと、業者に電話
して、今日はできない、明日修理するという。
キャンセルするというともうカードで決済して
いるからできないと繰り返す。荷物をまとめて
キャンセルして出て行くというと、キャンセル
はいいけどお金は返せないと言い出す。結局責
任者がでてきて半額かえしてもらってキャンセ
ル。（バンコクに住んでいる知人に電話をして話
をしてもらった）

すぐ向かい側のホテルへ。（600バーツ、お湯
もでて、室内も前よりきれい…300バーツ損し
たけれど、替わってよかった！）後から思うに、
当初の受付嬢は、多分クレジットのキャンセル
の仕方が分からず、キャンセル出来ない一点張
りで押し通したのだろう。

シャワーを浴びてすぐ就寝。（キャンセル騒ぎ
で目が覚めてしまった私はビールを飲んでから
就寝）

7月4日（水）　
カンチャナブリー～プラチュアップ・キーリカン
373km

9 時出発。朝食はコンビニでパン、牛乳、コ

ーヒー等購入。クウェー川鉄橋と第 2 次世界大
戦博物館（一人40バーツ）を見学。朝早いので観
光客もほとんどいなくてゆっくり見学。鉄橋も
貸切状態で歩く。（10時30分を過ぎると観光客
がやってきて、店も開く）11時20分、カンチャ
ナブリーを出発。往路と同じ 4 号線を南下。13
時過ぎ、ペチャブリー着。往路 2 日目の夕食時
にカメラを忘れたMKレストランに寄り、カレ
ンダーとレシートを見せ、身振り手振りを交え
てカメラを忘れたことを伝えると、店員が集ま
ってきて奥からカメラを持ってきてくれた。き
ちんと袋に入れ、日付を記入して預かっていて
くれた。（よかった！よかった！マレーシアでは
多分なくなっていただろう）

BigC内のフードコートで昼食（105バーツ）14
時50分、小雨の中、出発。15時30分、ホア・ヒ
ンを通過。ドライバーは、かなりお疲れの様子。
16時、277km走ったところでドライバーダウン。
車を止めて熟睡。16時30分、目覚めて出発。こ
のあたりはやしの木、パイナップル畑等が多く
なってくる。パイナップル工場も並んでいる赤
土。17時ごろ、プラチュアップ・キーリカン着。
昨日の経験により、ホテル選びは慎重に、部屋
をいくつか見せてもらい， 2 件目のホテルに決
定（750バーツ。部屋はきれいで、窓からはき
れいな海の景色も見える）

海岸を散策、海鮮レストラン ? に、色々な魚
介類が並べて有りその中には、日本で天然記念
物のカブトガニが有りマレーシアと同じであっ
た。（カブトガニは卵を食べる。身は無い）その
後ホテルで教えてもらった海辺の雰囲気のよい
レストランで夕食（390バーツ）ホテルに帰って
シャワー（とてもいいお湯だった）、すぐ熟睡。

（私はビールを飲んでから就寝）

7月5日（木）　
プラチュアップ・キ－リカン～ナコーン・シー・
タマラート　559km

朝、少し海岸を散歩。海風が心地よい。朝食
はホテル前の店でヌードル（60バーツ、スープ
少し甘め）公園にはサルがいっぱい。（餌を売り
に来た）
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9 時出発。風景は、やしの木、バナナの木、
パイナップル畑、観葉植物や蘭の苗、草地の牛
たち、赤土。イスラム教の人たちの姿も見えは
じめる。昼食はスラ・ターニーのテスコでチ
キンライスみたいなもの（80バーツ）ナコーン・
シー・タマラートに入るとイスラム教徒の姿
が増える。街には一泊150バーツ200バーツぐら
いの安宿が並ぶ。 1 件見つけたホテルに宿泊。

（1000バーツ、朝食つき、バスタブあり、部屋
は広くてきれい…お金を出せばホテルもいい
のだと実感）夕食はまたBigCのMKでタイスキ

（471バーツ）ゆっくり湯船に使って就寝。（バス
タブの栓が抜けず、お湯が抜けないというトラ
ブルがあったが、フロントに言うとすぐにエン
ジニアがきて対応してくれた）

7月6日（金）　
ナコーン・シー・タマラート～ペナン　
469km

ホテルでゆっくり朝食。（チキンソーセージが
ありマレーシアに近づいたと実感）ワット・プ
ラ・マハタート見学。白亜の巨大な仏塔と回廊
にずらーっと並んだ仏像が壮観（チェンマイの
ドイ・ステープよりすごい！…人が少なくゆっ
くり見学できるのもよい）

国立博物館見学（一人150バーツ…こんなに高
いのは初めて。でも中は広く、見ごたえはある。
貸切状態で見学できた）

11時、出発。沿道ではたまご（ボイルしたも
のかな？）がたくさんうられていた（こんなにた
まごを買う人がいるのだろうか？）昼食はコン
ビニでサンドイッチ、牛乳、ジュースなど購入

（118バーツ）本日のドライバーは眠たくもなら
ずに快調。ハジャイで一泊する予定だったのを
変更してペナンまで帰ることにする。16時20
分、無事イミグレを通過。マレーシア国内に入
ると、風景がとてもきれいに見える。（街路樹の
手入れ、下草の手入れ、道路標識のきれいさな
どが原因？）18時30分ごろ無事帰着　祝・・（バ
ンザーイ！）

ワット・プラ・マハタート

（総活）と（反省）
• タイ国一般道路の車両スピードは、120㌔を

みんな超えている、100㌔そこそこで走行し
ているとどんどん追い越される・・・危険！
注意！

• 特にタイ南部の一般道路の信号は、非常に数
が少ないその為Uターン専用の信号が有り、
直線道路で設定されているので、対向車線の
通行は注意が必要。

• ガソリンの価格は、マレーシアに比べて倍の
価格。因みに 1 リッター　100円以上

• ガソリンスタンドには、食堂・コンビ二・コ
ーヒーショップ・みやげ物屋等が併設されて
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いるのでとても便利。
• カーナビと地図は絶対必要　（GARMINのカ

ーナビ　日本語設定されている）
• 時々警察検問あり…警察官に、どこから来て

どちらに行くかと聞かれる。
• 今回は、どこに泊まれるか分からないので、

ホテル予約はせず到着した地域でホテルを探
した。今回の経験で、ホテル価格が納得した
ら部屋を見せてもらう事が大切だという事が
わかった。（中には日本人には、想像も出来な
い部屋も有る。）

• レストランもカーナビで検索し見つけたが、
屋台みたいなレストランが多く、途中よりシ
ョッピングセンター内のホーカーで食事をす
る。カーナビでショップを検索でOK。

• 特に気をつけたのは、暗くなると車では出来
る限り行動しないということ。（ホテル探しも
明るいうちに）

• 今回の旅行総費用　2名で日本円約 65,000円

タイの道路ではこのように荷物をいっぱい
積んだ車が猛スピードで走っていた。

「フィリピンで英語留学体験記」
関西支部　No.1461　花田　日出夫

1　フィリピン留学に至った経緯
2006年初め、私はあちこちと外国を旅したく

なりました。
でも、英語は全く出来ず、 1 人で旅すること

は無理だなと思っていましたので、まずは英語
勉強をして、各地で土地の人とのコンタクトが
とれるようにならねばと考えました。

そこで、私はインターネットを通じ、アメリ
カ、カナダ、オーストラリアそしてイギリス等
の候補地を探しましたが、私にとっては費用が
高すぎたので思案にくれていたのです。

ところが、ある日駱駝という雑誌で、某ロン
グステイクラブの懇談会が行われ、その席上英
語学校についての講演があることを知りまし
た。

私は、これやと小躍りしてその懇談会に出席
させてもらいました。

当日懇談会の席上、今泉輝幸さん（現在　南
の会会員）から「フィリピン・セブ島のシピル
スという英語学校について留学体験」の発表が
ありました。

それは、楽しみながら英語勉強ができ、費用
も安いという夢と希望あふるる出来事のようで
した。その後、今泉さんから橋本裕さんの「セ
ブ島留学体験記」を読むように勧められ、見る
と橋本さんがシピルスで、ジョークを交えなが
ら楽しんで授業を受け、可愛い先生と仲良く食
事をしたり、仲間と一緒に綺麗な海のリゾート
へ行ったりというような日々の出来事が細かく
書かれており、授業とはしかめつらしい顔をし
て受けるもので楽しいことはないと思っていた
私にとっては、楽しい衝撃として心を揺すった
のです。結局私は、一度体験的にシピルスへ英
語留学することに決しました。
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2　フィリピンでの英語勉強
フィリピンは、世界第三番目の英語圏である

と言われています。
フィリピンは、7,000以上の島から成り立っ

ており、国の言葉であるタガログ語のほかビサ
イヤ語（セブ語）、イロンゴ等大きく分けて30の
地方語が使われているそうです。その一方、公
用語として広く英語が使われており、義務教育
を受けた者はほとんど英語を流暢に話していま
す。

我々日本人も、英語を駆使できればフィリピ
ンでの滞在・生活はひとつも気にならないので
す。それでは、フィリピンで英語を学ぶ場合、
どこでどんな方法で学べばいいんでしょうか？
英語学校？個人教授してもらう？まあいろんな
やり方があるでしょうが、私が体験した結果か
らそれらのパターンを説明してみましょう。

英語を学ぶ学校は、大体大きく分けて4つの
パターンがあると思います。
①いわゆる英語学校
セブ、マニラ、ダバオ、イロイロ、バコロド
等大抵の大きな島の州都には英語学校があり
ます。その最も勉強が盛んなところは、セブ
のようで大小併せて60校はあると言われてい
ます。
主な共通事項は、あくまでも私の感じですが、
韓国人経営の学校が 9 割。生徒も 9 割韓国人・
1 割が日本人（うちシニアが5割）。授業はマ
ンツーマンが基本で、＋グループレッスン。
費用は、授業費、宿泊費、食事三食、ベッド
メーキング、下着クリーニング付き、 4 週間
100,000円～＋登録費、SSPビザ（学校ビザ）、
教科書等諸雑費　40,000円位。
②大学付属の語学センター

（例）　南フィリピン大学（セブ）、西ビサイヤ
大学（イロイロ）等
③個人や小規模団体が行なっている英語の学
校

セブやダバオにもある。
余分なSSPビザ等は不要のところが多いらし
い。
④大学の学生や卒業生等を大学が紹介しての

個人教授
（例）　シリマン大学（ドマゲッティ）、セント
ポール大学（ドマゲッティ）
フィリピン大学（イロイロ）、ミンダナオ国際
大学（ダバオ）等
そのほか、探せばいくらでもあると思います。
フィリピンは、何でもありの国と言われてい
ます。
例えば、○○大学で、英語勉強してみたくな
ったら、訪ねてみて下さい。担当課へ行って
お願いすれば、きっと個人教授の先生を紹介
してくれますよ。思い切って！

3　留学体験記
①「シピルス」CPILS
セブ市内の中心地近くにある、伝統ある大規
模英語学校です。
この学校は通常生徒が400人、先生は200人位
います。
でも、毎年 1 月から 3 月になると生徒がだん
だんと増え、多い時には700人近くになります。
そのうち、日本人が150人（うちシニア50人位、
その一割はおばさん）。
私は、2007年 1 月から 7 回位（ 1 回に付き 1
か月～ 3 か月）この学校に留学しました。
私は、学校との提携ホテルである、ディプロ
マットホテルに投宿し学校へ通うことにした
のです。
最初の入校初日、レオニーさんという日本語
達者なフィリピン人女性が同じ時期に来た、
日本人生徒10名位を集めてオリエンテーショ
ンをやり、続いてレベルテストでクラス分け
されました。
レベルは、 1（低）～ 6（高）段階及び各レベ
ル毎に、L（低）　M（中）　H（高）と分かれて
いました。
私のレベルは、 1 Mとなりました。同じ週に
入ったDさん当時57歳は、 1 Lでした。
でも彼は、 2 ヶ月後の卒業時私が同レベルの
ままであったのに、いつの間にか追いついて
私と同レベルになっていました。私は、その
当時67歳だったので、つい齢の精にしました
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ね。
授業内容は各人のレベルによって若干変わり
ます。
授業は、私の場合マンツーマン、1：2 , 　 1：
4 がそれぞれ各1時限（ 1 時間50分、うち20
分休憩）。
それでは、私の心に残っている授業等につい
て少し話してみます。

シピリスにて休憩所

ア　私の初代のマンツーマンの先生は、アン
ジー先生（当時28歳位のフィリピン女性）。
彼女は日本人に対するアドバイザーも兼ね
ていました。
彼女は英語の教え方、発音は素晴らしく、
学校でも定評があり、最高の部類に入って
いました。
その彼女の最初の授業は、彼女自身の家系
図を作って従兄弟やはとこ、義理の関係等
姻族の呼び方までを教えてくれたんです。
いとこや姪位だったら不思議じゃありませ
んが、grandfather in law（義理の祖父）等
にまで。
何で、そこまで要るん？と思いましたが、
最初ですからじっと辛抱して話しを聞きま
したね。
でも、何回か日本とセブを往き来している
うちに理解しました。
フィリピンは大家族社会、15人～50人位で
一集落を形成し、お互いに支援しながら一
緒に生活しているから、遠縁に当たる者も
普通に話題にのぼるんです。
後になって良かったと思い彼女に感謝しま

した。特に　～ in law はね。義理は法律
による・・・か。

イ　 1 ： 2 の先生はジョイシー先生（23歳）
でした。真面目で、頭がよさそうで、授業
は厳しかったのですが、教え方は分かり易
くくだけてそして何事にも親切でした。
彼女は、教科書に基づいて、通常使う会話
を繰り返し教えてくれ私の現在の会話の基
本になったように思います。
その時の私のもう一人の相棒は、Dさんな
んです。
彼は、おしゃべりが好きでいつもにこにこ
しているので、先生のほか若い日本人や韓
国人にも好かれ、彼の周りにはいつも人の
輪ができていましたね。
そういう風にしゃべくり回るから英語も上
達していったのでしょうね。
英会話の勉強ですからね。あらゆる機会を
通じ、良く喋ることが実力アップになると
いうことは、見習うべきだと思いますね。
この、授業でもDさんは私より喋る回数が
多かったのは事実です。
ジョイシー先生は、歌やダンスが好きだっ
たので、Dさんと彼女をおだて上げたこと
があります。
その時、彼女は笑顔で、教室で歌を歌い、
ダンスもしてくれました。
英語の歌って案外勉強になるんですよね。

シピリスにて　1：2の授業風景

ウ　この二人の先生は、私にとっては最初の
先生であるとともに、私に英語力を与えて
くれた良き良き先生として深く心に残って
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います。
それと授業以外では、ジョイシー先生は最
初セブもよく知らない時に、ほぼ一日をか
けて、セブ市内を案内してくれました。お
礼に日当として若干のお金を渡そうとしま
したが、どうしても受け取らなかったです
ね。フィリピンでは珍しく、感激しました
よ。
エ　学校の費用は、同じセブの学校と比較す

るとシピルスは高い方です。
ちなみにインターネットで調べてみます
と、 4 週間、一人部屋で161,000円（ 3 食、
宿代含む）～となっています。でも、先生は、
他校と比較し皆な優秀らしいですよ。そし
て楽しかったですね。

②「セラ」CELLA
　セラは、セブのコロンという下町の只中に
あります。
　元ホテルを改造したもので、 8 F～11Fま
でを学校の施設として使用しています。
　 8 Fは寮、 9 Fは事務室、10Fはプールを
囲んで小リゾート作りの休憩所、11Fは教室
とジムになっています。
　日本人スタッフがひとりいました。
　日本人の生徒は、若い男女が 2 ～ 3 人いた
ように思います。
　授業は、マンツーマン 2 時限と 1 ： 4 のグ
ループが 1 時限でした。
　私が、この学校へ行くようになったのは、
確か2009年だったと思います。
　場所的には、下町でいいとは思えませんが、
素晴らしく気の利いた日本人スタッフ、心優
しい校長先生、それに心地よいリゾートのよ
うな休憩所があり、満足して結局 3 回通いま
したね。
ア　私がセラを選んだ理由
• 私が、セブに慣れてきてシピルスにマンネ

リ化を感じ、他の学校を探して同校を訪ね
たとき、エリさんという若い女性スタッフ
が、素早く動きまわって対応してくれ、心
強く感じたこと。

朝景色

• 通常、費用の支払は日本経由であるが、エ
リさんの働きによって、同校でもOKとな
ったこと。
それも、支払いは円でもペソでもよい、しか
も食事も1～ 3 食自由に選択できたこと。
同校の寮ばかりでなく、外部ホテルから通
学ができたこと。

• 校長先生は、元シピルスの大幹部の女性韓
国人であり、彼女を慕って付いてきた先生
も多数在籍しており、話してみると本当に
優しく親切で日本人シニアにはいろんな面
で気付かってくれた。

• 10Fの休憩所は、プールを取り囲んでテー
ブルや植木が置かれ、ガーデンの小リゾー
トとといった感じで、吹き抜けになってい
るのでいつもそよ風が吹き心地よかった。

イ　この学校で印象に残ったこと。
• 先ずは、校長先生が素敵でしたね。

朝、学校へ出ていくと必ず先に来ていて挨
拶してくれる。そして、健康のことを気遣
ってくれる。
あるとき、校長先生が私に疲れるでしょう
からと言って、事務室の隣の保健室へ案内
してくれここは、ほとんど使うことがない
ので、いつでも自由にベッドを使って下さ
いと言って、合 を貸してくれたのです。
それからは、昼休みはほとんど毎日そこの
ベッドでひと休みしましたよ。
本当に快適でしたね。
機会があればまた行きたいですね。
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• マンツーマンの授業時間は、狭い教室を避
け、ほとんど休憩所を使いました。勉強を
するという感じではなく、余暇をリゾート
で先生と過ごすといった気分でのトーキン
グを楽しんだ？

• 1 ： 4 のグループレッスンの先生は、準ミ
スセブになったことがあるというロビー先
生でした。
確かに鼻筋が通って美人で、しかも教え方
は上手でした。
生徒は、私以外は総て若い韓国人で皆な一
生懸命勉強？していました。
あるとき、私はついロビー先生の授業中に
うとうとしてしまいました。
そんな時、普通先生は即座になぜ居眠りを
するのかと指摘します。
でも、その時指摘されなかったので、それ
以来時々同じ事を繰り返していました。
ある日、エリさんとしゃべっていた時、エ
リさんがji-jiさん（私の英語名）、ロビーが
ji-jiさんのことを嫌っていましたよと言う
んです。
聞くと、ロビー先生は教え方には自信があ
り高いプライドを持っていたのに、私が居
眠りしたことで、凄く傷ついたらしいんで
す。
それ以来、必死に睡魔と戦いましたね。ロ
ビー先生には心のなかで謝りましたよ。

• 土日にセブ島の南西の方に位置するダイビ
ングのメッカ、モアルボアルへ一泊で行き
ました。
帰路は、バンと呼ばれる10人乗りくらいの
ワゴン車に乗りました。
セブまで 2 時間ちょっとかかり、130ペソ

（260円）位です。
でも、そのバンは冷房をキン・キンにかけ
たんです。
私は耐えかねて、も少し温度を上げるよう
に頼みましたが多勢に無勢。ジャージは持
参していたので上半身は問題なかったので
すが、脚は夏用の長ズボンだけではたまり
ません。

仕方なく寒さを我慢して帰宅しましたが、
その晩からうずくうずく、全身です。
立っても痛い、寝ても寝返り打てないほど
全身が痛い。完全なクーラー病です。
夜明けを待ってエリさんに話して学校は休
みましたが、エリさんは直ぐホテルへ来て
くれ、保険加入の有無を尋ねたので、ビザ
ゴールドカードを見せました。
するとエリさんその場でマニラの保険会社
等に電話して、直ぐ医者をホテルに連れて
きてくれました。
お医者さんは、飲み薬をくれ今これを飲み
なさいというので、その指示に従い一服の
みました。
それから、 3 時間あ～ら不思議あれだけ痛
みにのたうち回っていたのに一服の薬で完
治。
おそらく日本では使用できないきつ～い
薬？かなと思いました。
でも、副作用も何もないありがた～い薬で
した。
それと同時に、エリさんの迅速・的確な対
応はその凄腕を見せつけられた感じでし
た。
ウ　学校の費用
当時の費用は忘れたのでインターネットで検
索してみました。
4 週間：授業料、食事（ 3 食）、寮費込み　
142,500円～＋その他登録費等　40,000位

③「西ビサイヤ大学」　WEST VISAYA 
STATE UNIVERSITY

　ここで英語を学んだのは、私がシピルスに
在籍中に、セブ島の 2 つ西側に位置するパナ
イ島の州都イロイロ市に観光で訪れた時の 8
日間だけでした。
　私は、シピルスで知り合ったKさんとぶら
っと、フィリピンスタイルでバスと、船を乗
り継いでイロイロ市へ遊びに行きました。
　イロイロ市では先ず観光案内所らしきとこ
ろへ行き、どんな観光場所があるのかを尋ね
それと併せ、何気なく英語学校はないかと質
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問したところ、この大学を紹介されました。
　私達は、その足で同大学へ行ったところ、
同大学には語学センターが付置されてたので
そこへ行きました。
　その事務室には、キムポ先生という女性の
大学教授が居て、私達を歓迎してくれ構内を
案内してくれました。
　その大学では、他人とすれ違うとき皆な会
釈しあい、和やかな雰囲気で、皆な人がすれ
ていないように感じました。
　それで私達は即座に、 8 日間だけだが経験
のため滞在して勉強してみることにしまし
た。
　はっきりした料金は忘れましたが、それぞ
れマンツーマンで、 1 時間当たり、250ペソ

（500円）、宿は、近くのホテルであれば、一
泊500ペソ、ホームステイならば、宿代、 3
食付き及び送迎付きで 1 ヶ月：30,000（60,000
円）ペソと教えてもらいました。
　私達は、短期間ですから、大学から徒歩 5
分のところにあるホテルに宿泊することにし
ました。
　その翌日から早速勉強です。
　勉強部屋は、大き過ぎるくらいで、中がカ
ーテンで 2 つに仕切られていました。
　先生の名前は忘れましたが、ふたりともそ
の大学を卒業した女性で、一応教員免許は取
得しており証書の交付待ちの状態と言ってい
ました。
　そこでの勉強はKさんとカーテンを挟んで
隣リ合っての勉強で話し声がよく聞こえま
す。
　お互い、遊びの話しになると、すぐ 4 人が
合流して、机をひっつけてワイワイ、ガヤガ
ヤと話したものです。
　ある日、例によって遊びの話しになり、土・
日曜を利用して、直ぐ近くのギマラスアイラ
ンドへ行こうということになったので、先生
から詳しい情報をもらいました。
　当日になり、私達は 1 人当たり45ペソ位
で、港からボートでギマラスのジョーダンポ
ートへわたり、ギマラスの北の海辺のリゾー

トへ行き広大なヤシで覆われたリゾートで一
泊し、続いてジプニーで、レイメンリゾート

（raymen resort）へ行きました。
　ここは、先生のお薦めのリゾートで、こじ
んまりしてとても綺麗なビーチで、小金持ち
風の品のあるフィリピン人がちらほら見えて
いました。
　宿泊費は、 1 泊　ツイン　1,400ペソ（2,800
円）だったと思います。
　レストランは、フィリピン料理で結構美味
しく、安～い。 1 食80ペソ（160円）位。
　帰りはジプニー500ペソでポートまで、途
中珍しい教会や博物館等にも案内してくれま
した。
　学校最後の日は、お世話になった先生ら 4
人にお礼の心をこめ、Kさんと先生らの大好
きなビーチレストランへ。そこで先生らは手
を洗ってきたのできれい好きやなと思ってい
ると、いきなり手でご飯を掴みとりパクパク。
お～。これがフィリピンの食事スタイルであ
ることを再認識しました。

西ビサイア大学　先生たち

④「ミンダナオ国際大学」
　ミンダナオ島ダバオ市のダモサ地区に位置
しています。
　この大学は、日本フィリピンボランティア
協会が設立・運営しており、その敷地内に学
生寮のマリナオンドミトリーがあります。
　私は、最初はセブで、シピルスやセラとい
った英語学校ばかりに、没頭していました。
　ところが、約 3 年前、南の会の山口清さん
が、インターネットでこの学校を発見し、英
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語勉強もできるみたいだから一度行ってみな
い？と誘ってくれました。
　それから、この大学へ足しげく通うように
なったのです。
　私がダバオでいつも宿泊するのは、このマ
リナオンドミトリーです。気に入っています。
　ここへ宿泊するには、日本フィリピンボラ
ンティア協会（東京03－5384－9536）へ連絡
し、年会費10,000円を振り込むことから始め
なければなりません。
　宿泊費は、月50,000円です。
　そして、英語勉強をする場合は、この寮の
ロビーで、高学年の日本語学科の生徒が我々
の先生となって個人教授をしてくれるという
仕組みです。

ミンダナオ国際大学の寮　
私のお気に入りの部屋

　勉強費用は、最近ちょっと値上がりしたよ
うで、先日聞いたところによれば、1 か月（月
曜から金曜日まで　毎日 3 時間　合計20日
間）で15,000ペソ　それと初回手数量5,000ペ
ソ（ 1 万円）が必要ということです。
　教え方は、先生に任されているようですが、
自分流の勉強してみようかということになれ
ば、日本から自分の気に入った英語の本を持
参して、それに基づいてやってもらった方が
いいと思います。
　私は、英語留学経験はかなり長いのですが、
レベルは若い人みたいに上がらないので、も
う諦めて、遊び遊びやっており、思いつきで
先生に質問を連発しながらの勉強です。
　先生らは、人にもよりますが、高学年にな

るに従って日本語も上手になってくるので、
易しい英語の文章でも真の意味が分からない
時には、日本語ではどう訳すの？と聞き、理
解をします。
　そういうことから、この学校は初心者向き
といえるでしょうね。
⑤　「 エ ダ 」（ENGLISH DOCTORS　
ACADEMY）
　この学校は、韓国人経営の英語学校で、ミ
ンダナオ島ダバオの空港近くに位置していま
す。
　ここへは、前回のフィリピン訪問時の本年
7 月から 9 月までの約 2 ヶ月間ここへ留学
し、勉強しました。
　生徒数は約40名、日本人は23歳位の男女が
3 名だけでした。
ア　この学校を選んだ理由
ダバオには、このての英語学校は 6 校ほどあ
ります。
私はその全てを見て回りここが一番気に入り
ました。
• ナショナルハイウエー沿いにあり、少しう

るさそうだが周囲が草木に囲まれていい環
境に思え、食堂は吹き抜けでそよ風が心地
よく、そこから眺める景色は、遠くに山が
重なって見え素晴らしい。

• 宿泊する部屋は、こじんまりして窓は 2 枚
引き戸で、寝ながら外の植木屋さんの花木
が見え、くつろげる。・何よりも学校の費
用が他校と比較して安い、安い。
ちなみに、 4 週間：授業費、寮費、食費 3
食付き（一日置きにクリーニング、ベッド
メーキング付き）
個室で110,000円～＋登録費等諸雑費　
40,000円位・韓国人スタッフが、すごく親
切で私に気を使ってくれた。

イ　同校での思い出
• ここでは、マンツーマンを2 時限、1： 4

のグループレッスンを1時限選択しました。
マンツーマンは、23歳の男性のニオ先生。
人がよい。授業に際しては自分所有のタブ
レット端末に発音関係の指導資料をいれ、
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主としてそれを教えてくれました。
途中から、私は眠気防止の為、フィリピン
のこと、ダバオの観光地等を教えてくれと
頼み、それらについてのトーキングを主体
に勉強をしました。

• もう一人のマンツーマンの先生はアイリッ
シュ先生、大きな声で早口、何遍スローリ
ーにと頼んでも同じ事、それに時々携帯の
操作をしていたので、スタッフに頼んで他
の先生に変えてもらいました。

• 1 ： 4 の授業は、23歳の笑顔の可愛いい女
性のメロディ先生です。
すごく真面目かつ公平で発音が上手、教え
方もまた素晴らしく上手。他の韓国人の生
徒も先生を毎日べたぼめ。でも、授業以外
の遊びの話とかはなしです。授業の神様？

• 二人の先生が一緒に、私と私の後から入校
したOさん、それに南の会のSさんを 2 回
にわたり、観光地へ案内してくれました。
1 回目は、ダバオから車で 5 時間の山の上
の方のリゾート、haven's peakです。

haven's peak　たなびく朝霧

レストランから下を見ると、マラグサンの
街が一望できいい景色でした。
ひとり500ペソ（1,000円）で一泊してその翌
朝遠くの山に朝霧がたなびいて綺麗でした
ね。
2 回目も同じメンバーでした。バンを借り
きって、サマルアイランドを陸上からアイ
ランド・ホッピングしました。

ミンダナオ国際大学　先生らと
一緒にアイランド・ホッピング

ビーチやキャンプ場、海に落ちるようにな
った250メートルの滑り台等ほぼ一日かけ
て数カ所を見て回りました。

サマルアイランドのマクシマリゾート
長い滑り台

4　おわりに
私の英語勉強の目的であった、各地の外国旅

行はもうしなくてもいい気になりました。
日本だけでは、気が滅入って楽しくなかった

ので英語を始めたのですが、フィリピンという
国は、来る人拒まずそして親日的であり、物価
は安く気候も年中温暖で気持よく楽しく過ごせ
ます。英語力はあまりレベルアップしませんが、
どうにか英語で地域の人とのコンタクトもとれ
るようになったので、今後も冬と夏はフィリピ
ンへ通うつもりです。

そして、動けなくなるまで英語勉強を続け、
少しでもまともに会話が成り立つよう頑張りま
す。　　　　　　　　　　　　　　　おわり



28

スパイスヴィネガーとカラマンシー
関東甲信越支部　No.1457　小野　耕一

最近、わたしの冬のLS地にしているフィリ
ピンミンダナオ島ジェネラルサントス市での滞
在中に知ったこと味わったこと感じたことなど
を記します。

フィリピンミンダナオ島南部では、スパイス
ヴィネガーという調味料がよくつかわれていま
す。スパイスヴィネガーとは、お酢に日本語名
キダチトウガラシ（長さ 3 センチ前後の橙色の
トウガラシ）とショウガの千切りを入れて瓶入
りで売られています。

使い方は、スパイスヴィネガーにカラマンシ
ー（日本のスダチそっくり）のしぼり汁をまぜ好
みで醤油を少し入れ、刺身、焼き魚、カマ焼き、
ステーキ、牛肉、豚肉、ヤギ肉、チキンなどの
照り焼き、串焼きなどにつけて食べます。

醤油は地元でも作られていて、味の感じは日
本の醤油とほとんど変わりません。

カラマンシーの代わりにレモン汁でもよいで
す。味はぴりっと辛いですがなかなかに美味で
す。

南の国ですから食欲増進剤になります。わた
しはフィリピン人以上に好きになりました。

スパイスヴィネガーとカラマンシー

カラマンシーはしぼってカラマンシージュー
スとしても飲まれています。

スパイスヴィネガーをつかった料理でおいし
かったものの一つは、テラピア料理です。

ジェネラルサントスから車で約 3 時間の山の
中にLake Sebu（わたしが常宿にしているホテ
ルのオーナー、Angie madamはセブではなく
てシブと言います）という湖があり、テラピア
の養殖をしていてテラピア料理が名物です。

テラピアを 3 枚におろし、身を一口大に切り、
熱湯に通すとピンク色になります。これを白ウ
リのスライスとスパイスヴィネガーで和えたも
のです。カラマンシーと醤油をつけて食べると
大変美味でした。

テラピアを 3 枚におろすとアラが残ります
が、このアラをスパイスヴィネガーと醤油、砂
糖で煮たアラだきは身は少ないですがとてもお
いしいです。Angie madamは煮汁をご飯にか
けて食べるのがおいしいと言っていました。ま
たテラピアを一匹そのままバナナの葉で包んで
アラだきと同じように煮る料理もあります。ギ
リシャ料理にもブドウの葉に包んで煮る料理が
ありあんな感じですが、ブドウの葉にマトンを
包んで赤ワインで煮るのは臭み消しに利用して
いると思うのですが、バナナの葉の効用はよく
分かりません。

テラピアの代わりにマグロにして、ホテルで
つくってくれましたがこちらの方もおいしかっ
たです。刺身用の魚を湯通しして白ウリやきゅ
うり、玉ねぎのスライスとスパイスヴィネガ
ー、カラマンシーで和える料理は一般的なよう
です。

もちろんテラピアは淡水魚ですが、いわゆる
臭みはまったくありません。テラピアは30セン
チ以上になり、形と色は黒鯛によく似ています。

Lake Sebuのテラピアはおいしいので有名だ
そうで、フィリピン各地に出荷されています。

Angie madamの実家は水田 1 ヘクタールの
米農家ですが、自宅の敷地内に池があり食用に
テラピアを飼っていました。

漁港の町ジェネラルサントスの市場でもテラ
ピアは売っています。ホテルオーナーの自宅に
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お刺身についていたカラマンシー
（屋外のテーブルです）

招かれて大きいテラピアの焼き物をご馳走にな
りましたが、身をスパイスヴィネガー、カラマ
ンシー、醤油につけて食べます。大きいテラピ
アですから、4.5人分はあります。焼き魚は日
本では一般的に塩焼きですが、ここでは塩はふ
らずに素焼きです。好みの調味料で食べられる
ようにだと思います。

ジェネラルサントスやコロナダル、Lake 
Sebuがある南コタバト州は水がきれいです。
おいしいテラピアを養殖できるのも水と関係が
あるようです。わたしがジェネラルサントスに
滞在中、南国会の会員氏が訪ねてきましたが、
水道水が透明できれいだと驚いていました。も
ちろん土地の人の飲料水は水道水です。

ショウガは料理に多用しているようです。市
場ではショウガは山と積まれて売られていま
す。日本ではひとかけら100円ですが、ジェネ
ラルサントスでは 1 キロ100円で売っています。

（ 1 ペソ≒ 2 円以下同じ）
ホテルの夕食にAngie madamが、てんぷら

をつくってくれましたが、わかめの味噌汁にシ
ョウガの千切りが入っていました。少しぴりっ
として食欲がでます。日本の夏はこれもありだ
なと思いました。味噌汁のお椀は漆塗りの大き
な椀で旅館の倍以上の味噌汁が入っていまし
た。これもありです。Angie madamは若い時、
東京の在日本フィリピン大使館に勤務していま
したので日本食をよく知っています。レモン汁
はビニールのパック入りで青果店でよく売られ
ています。

ホテルの車で 1 時間くらいかけてホワイト
サンドビーチに行って魚のBBQをしましたが、
運転手は魚にレモン汁をかけて手で食べていま
した。この運転手はイスラム教徒で30歳半ばで
すがメッカの巡礼をすましているのでハッジと
いう尊称で呼ばれています（本人は嫌がってい
ますが）。まだ土地では手で食べる習慣が残っ
ています。

市場内の食堂では土地の人は手で食べていま
す。若い女性は店にぶらさげてあるビニール袋
を取り、手にはめて食べています。土地の人が
利用する食堂には手を洗う水場があります。

また、カラマンシーはしぼって調味料として
よくつかわれているようです。

ジェネラルサントスから内陸に約 1 時間行っ
たポロモロクというところにアメリカドール社
のプランテーションンがあります。グーグルマ
ップで見ると広大な面積です。

プランテーション内に18ホールのプライベー
トゴルフコースがあり、クラブハウスでドール
フィリピンのマネージャーMr,Wilsonからマグ
ロのお刺身をご馳走になりましたが、化粧切り
したカラマンシーとわさびがついていました。
ジェネラルサントスはフィリピン一のマグロ
の水揚げ量を誇り、別名The TUNA Capital of 
the Philippinesと呼ばれ、市場では刺身用のマ
グロが売られています。日本のスーパーのよう
な柵ではなくかたまりを量り売りです。ついで
ながらボクシングのパッキャオが住む町です。

（この原稿を書いているH24年 9 月の新聞報道
によりますと、伊藤忠がドール社を買収するそ

Mr,Wilsonの社宅です
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うです。ドールフィリピンのNO, 2 、Mr,Wilson
は、すべて会社持ちの、高級別荘地と見まがう
ような社宅（社宅の隣がゴルフコースで毎朝練
習しています）と車 2 台とメイドがいるリッチ
な生活を維持できるのでしょうか、他人事なが
ら心配になります。アメリカの会社の高級幹
部の遇し方を垣間見る思いがします。しかし
Mr,Wilsonは農場、工場の管理からジェネラル
サントスにある社有埠頭からの輸出、すべてに
わたって大変なハードワークをこなしていま
す。わたしはドール社のゲストとしてプライベ
ートゴルフコースでいつでもプレイできます
が、わたしはゴルフはあまり好きではありませ
んから今後できなくてなってもかまいません
が。このコースは、アキノ大統領やラモス参謀
総長が時々プレイに来ます。クラブハウスの前
に彼らの宿泊用ゲストハウスがあります。）

スパイスヴィネガーは町のスーパーではちゃ
んとしたメーカーの物が売られていますが、街
道筋の果物などを売る店では自家製のスパイス
ヴィネガーを売っています。

ヴィネガーはココナツの樹液からつくる自家
製ココナツヴィネガーを用いています。

ココナツの実がぶら下がっているあたりの枝
に管を差し込み管の反対側は 2 リットル入りコ
カコーラの空ボトルに入れボトルは幹に縛って
おきます。

数日たつとココナツの樹液がボトルに貯まり
ます。ボトルを幹からおろし別の容器に入れて
おくと自然に発酵してきます。この発酵を進ま
せるとココナツヴィネガーになります。

ココナツヴィネガーになる前の状態のものは
ココナツワインと呼ばれ売店で売られていま
す。

ワインの状態の時発酵を止めないものは、少
し白っぽい色になっています。発酵が進んでい
ますから買うタイミングが重要です。夕食に飲
む時は前日に電話で予約しておき買いに行きま
す。

ワイン用に発酵を止めたものは、コーラのよ
うな色をしています。アルコール度数はどちら
も20度くらいです。

これらのココナツワインはガロン単位で売っ
ています。（米ガロン約3.8リッター）

発酵を止めないものは 1 ガロン150円、止め
たものは 1 ガロン160円くらいです。

アルコール度数20度のお酒が 1 ガロン160円
です ! ! !

ホテルの近くに漁師が自分で獲った魚を干物
にして売っている一角があります。イカの干物、
スルメも日本と同じ形で売っています。

ビニール袋にスルメとココナツワインを入れ
て冷蔵庫に一晩おき、夕食時Angie madamに
焼いてもらうよう頼みました。ちゃんと裂いて
あってマヨネーズまでついていました。

大変おつなものでした。もちろん 1 ガロン
160円のワインもすすみます。

本物のココナツワインは別にあります。ホテ
ルから車で40分くらいの集落でつくっていま
す。

ココナツの花からつくり、ほとんどがマニラ
向けでここではカートン単位でしか売ってくれ
ません。

ココナツワイン売り

椰子は捨てるところがありません。ココナツ
の中のジュースを飲んだらココナツを半分に割
り、まわりの果肉をスプーンで食べます。昼食
程度でしたらこれで充分です。

果肉はそのまま食べるほかに色々な食品やお
菓子類に加工されます

ココナツの殻は干してから搾りココナツオイ
ルに、そのしぼりかすは燃料になります。

幹は製材して建築資材、家具材につかいます。
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アメリカ人が経営するビーチリゾートに椰子材
のテーブルがありますが、厚み10センチ位でど
っしりとしたものです。

葉は簡単な家屋の屋根ふき材に用います。本
当の屋根ふき材はコゴンという草を用い、コゴ
ン草は畑で栽培されています。ジェネラルサン
トスから帰国の途次、フィリピン最北端の島バ
タネス諸島（台湾まで190キロ、沖の鳥島とほぼ
同緯度）にLS候補地サーベイのため行ってみま
したが、ここは台風が来るため石造りの家、ス
トーンハウスがあり、屋根ふき材はコゴン草で
した。島の人に聞いたところ、コゴン草は畑で
栽培しているそうです。その人からどこから来
たのかと聞かれたので、ジェンサンと答えると
パッキャオがいるお金持ちの町と言っていまし
た。

夜ダバオから車でジェネラルサントスへ向か
っているとき、Angie madamが運転手に前方
の電球があるところで車を止めるよう言いまし
た。ビンタというおいしいお菓子を売っている
と。土地のお米で餅をつきココナツの果肉をま
ぜ、日本のせんべい大に平たくのし蒸したもの
で色はうすい紫色でした。蒸し器の中に入れ暖
かい状態で売っています。ココナツの甘味が口
の中に溶けておいしかったです。夜の国道を走
行中、看板もない電球の家の前で車を止める、
知る人ぞ知るです。

ココナツは椰子の幹が 2 メートルくらいにな
るととれるようになりますが、成長すると 3 階
建て以上の高さになります。

昔は猿を調教して猿にとらせていたなんてい
う話もありましたが、今はココナツ取りの職人
がいます。ジェネラルサントスから車で内陸
に 2 時間程の、Angie madamのご主人の実家
に往復 4 車線のナショナルハイウェイを走り
Angie madamと行きました。米農家ですが水
田のほかにマンゴウ、ドリアン、ココナツの畑
があります。

ココナツをとるため近所のココナツ取りの職
人を呼びとってもらいました。椰子の幹を道具

なしで登るために、幹に足を乗せる切込みをつ
けてあります。地上から熟れていそうなものを
見つけて登りますが、登ってみるとまだ少し早
いというものもあります。Angie madamが下
から指さし、「ボトン、ボトン」と大声で言っ
ていました。タガログ語で「落とす」という意
味だそうです。戦前、フィリピンには日本人が
多数いましたので、日本語俗語が伝わったのか
も知れません。Angie madamに説明してあげ
ました。瓶の底をボトムと言うが、日本語では
別の意味もある。

ココナツ取りの職人

わたしは若い頃、ミンダナオ島西部のサンボ
アンガにモロ民族解放戦線の見物に行ったこと
がありますが、年代物シボレーの自営タクシー
のオッサンは車のことを「コロマ」と言ってい
ました。

最後までおつきあいいただきありがとうござ
いました。

マングローブ植林のボランティア
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切り抜き絵・あたふたバリ島行動記
関東甲信越支部　No.593　小林　繁之

今回私がバリ島に戻ったのは11月 5 日であ
る。家に着くなり両隣のロシア人とイスラエル
人に挨拶を済ませると、夕食を挟んでプンバン
トゥ（お手伝いさん）夫婦と留守中の事務引継ぎ
を終え就寝したのは既に深夜であった。

三ヶ月ぶりの再会とあって、我家の警備を担
当する犬二頭は大げさにハシャギ回り、ネズミ
避けの任務につく猫二匹は喉を鳴らしてベタベ
タと纏わりつくので、私のベッドで一緒に寝る
事にした。

翌朝 8 時、私が戻ったと言う連絡をプンバン
トゥから受けた我が村の村長が訪ねて来た。眠
い目を擦りながら床から抜け出すと、犬達は気
付き薄目を開けて尾を振っているが、この犬達
に育てられた猫二匹は犬に抱かれたまま眠りこ
けている。

プンバントゥの話では、私の留守中に村長は
一週間に一度訪ねてくれ、シスカムリン（近隣
安全システム）に則りプチャラン（自警団）に命
じて、毎夜二回、我家を巡回してくれたと言う。
バリ島ではガルンガン-クニンガンの直前、イ
スラム教の断食明け直前の頃は空巣や強盗等の
犯罪が増える傾向にあるため、各村はシスカム
リンで自衛しているのだ。

私はこの村に住み始めてから、毎年キチンと
住民税を納め、村内の諸行事や宗教儀式には積
極的に参加し、請われれば大きな行事の記録
映像を撮影しDVDを制作して提供してきたが、
私が村に協力すれば、村としても必要に応じて
私を全面的に助けてくれる。これをインドネシ
アではゴットンロヨン（相互協力）と呼び、バリ
人の日常生活に固く根付いているため、バリ島
で快適な生活を望む場合、このゴットンロヨン
を念頭に置き、村や住民達との親しい交流が不
可欠の要素になる。

私が留守中の礼を言い手土産を渡すと村長は
「バパッ（私の事）、随分永くこれを食べていな
いだろう？」と言いながら、バビグリン（子豚

の丸焼き）弁当をくれた。この料理を作る時は
殆ど場合、宗教行事がある時だ。果たして村長
は「今日は村はずれの寺のオダラン（寺の創立
記念日を祝う儀式）だが、今日ばかりはバパッ
は参加出来ないだろうから弁当だけでもと思い
持って来た」と言う。

私が「線香代の足しに」と30万ルピア（約
3000円）を包むと、村長も大変喜んでくれた。
これも良い交流を保つための秘訣である。

そこへレンタカー屋がSUZUKIのKATANA
と言う軽自動車を届けてくれた。私の車は 8 月
の帰国時に全塗装と機械部分の総点検のため、
6 ジュタ（約 5 万円）の約束でベンケル（車修理
工場）に預けたのだが、完了まであと一週間か
かると言うので急遽借りたのだ。

彼は私と20年来の友人で、以前はあるホテル
の運転手であったが、今はホテルで働く傍らレ
ンタカーも併営している男だ。

ジャワ人でイスラム教徒ながら日本人の気持
ちを良く弁えており大変親切に対応してくれる
ので何時も頼りにしているが、私の経済状況を
知っている彼は、軽自動車は通常一日3000円程
のレンタ料金を「いつも客を紹介してくれる
し、車の修理で金もかかるだろうから」と、一
日1000円に値引きしてくれた。

村長、友人、私の三人で談笑しているところ
へ、今度は警察官の来訪があった。彼は私が住
む村を管轄する警察署に勤務するが、地域を越
えて私服での捜査を認められているインテリジ
ェンと呼ばれる刑事である。勿論仕事柄、村長
との交流も深いが私とは文化交流活動を通じて
の付合いだから、村長よりもっと古い友人であ
り、彼もまた私の留守中に時には制服、時には
私服で三日に一度は我家を訪れ、家とプンバン
トゥの安全を守ってくれたのだ。この様に我家
は警察官立寄り所のようになっているので安全
この上ない環境になっている。

私の交流の幅を知っているためか、バリでは
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汚職の代名詞の様に言われる警察官の中で、彼
は珍しくそう言う事を全く要求しない男である
が、一つだけ大分以前から彼と彼の上司に頼ま
れていた事がある。

彼等が言うには、近年のバリ島は観光客の増
加に連れ、麻薬、売買春の犯罪が増加の傾向に
あり、日本人について言えば、それに加えてポ
ルノ映像製作とその持込が止まらない。捜査で
現場に踏込んでも責任者が「ポルノではない」
と言い逃れている間に作業を終えて他に移動
し、そこでも同じ事を繰返すため手を焼いてい
るので、日本のポルノの基準となる映像を持っ
て来て欲しいと言うのだ。私は彼等の依頼に「空
港の税関で御用になるのは嫌だ」と断っていた
が、 8 月帰国の折、上司が名刺の裏に「ポルノ
映像持込依頼」と書きサインをし「問題があっ
たらこれを使うと良い」と渡してくれたので、
止むを得ずドラマ形式、ドキュメンタリー形式
の二種類を持参し謹呈した。

インドネシアでは麻薬、売買春とポルノの取
締りは非常に厳しい。麻薬は軽い物であっても
売るための所持は死刑、自分使用の場合は年齢
掛ける一年、現行犯が条件ながら売買春も年齢
掛ける一年の刑が科せられると言われ、ポルノ
所持もかなりの重罪と聞くが、10日以上経過し
た現在も警察が捜査に来ていないので、彼等の
依頼は本物であったのだと思っている。

彼らが帰って行くと私は大急ぎで支度し、軽
自動車を駆してPWRI（インドネシア共和国公
務員退職者会連合）の事務所に向かう。朝食を
取る時間はない。約束の時刻に遅れる事は確実
なので、走りながら携帯電話で一報を入れ、次
の用件の場所にも電話して昼過ぎの予定をキャ
ンセルする。

PWRI のメンバーは多彩である。全員「元」
の字がつく政治家、役人、教員、銀行員、警察
官、軍人等々、実に様々な公務員の退職者達で
あるが、年長者を敬うバリ人の習慣から退職し
ても強い発言権を持つ人ばかりであり、全員が
文化交流の必要性を意識して日本の中高年団体
との交流を強く希望している。

事務所に到着すると幹部達は既に集ってお

り、私が遅れた理由と侘びを言うと彼らは「テ
ィダッ・アパアパ。ジャムカレッ・サジャ！」
と笑いながら許してくれた。バリ人に限らずイ
ンドネシア人は時間に関しては極めて鷹揚であ
る。ティダッ・アパアパは「何でもないよ」の
意、ジャム･カレッは「時間はゴムの様に延びる」
の意味で「約束した時間はゴムのように自在に
延びて遅れるものだ」と言う時に使われる。

訪問の目的は帰島の挨拶であるが、同時に彼
等から依頼されていた日本の仏教と神道に関す
る資料を届けるためでもある。仏教については
以前から少しずつ説明していたものの、神道に
ついても簡単な訳文が欲しいと言われて引き受
けていたのだが、いざ取掛かろうとすると、日
本の子供用の資料でさえ「古事記」「日本書紀」
から始めなければならず、それには約束の期限
より時を要する事を申し入れた。

彼等からは、サヌール地域内の一角に日本人
墓地があり、インドネシア独立戦争当時の日本
兵士も人知れず埋葬されているらしい事が最近
分かったと言われ、一連の挨拶回りが終了後、
一緒に調査に行く事を約して事務所を後にし
た。

予定を一つキャンセルしているので次の訪問
先の時刻まで少しの余裕が出来た。既に夕刻、
朝食を抜いた事を思い出し急に空腹を覚えて、
道端のカキリマに立寄りBakso（バッソ）スープ
を食べた。卵を一つ入れて貰い一人前6000ルピ
ア（約50円）である。

カキリマとは日本でも時折見かける夜鳴きソ
バ屋が引く屋台の事である。カキリマは五本足
と言う意味で、リヤカーの両輪と手前についた
回転自在の小輪で三本足、それに引き手の左右
の両足を加えて五本足と呼ばれている。色々な
食べ物のカキリマがあり、いずれも50円から
100円程度と安く味も良いので、バリ島旅行の
際には是非お試し戴きたい。

最後の訪問先は、私と最も親しい間柄にある
大学教授夫妻の家である。

私は六十歳の定年を機に、バリの文化、歴史、
インドネシア語を学ぶため、こちらの大学に留
学したが、私を直接導いてくれたのが、インド
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ネシア国立ウダヤナ大学の最高位教授のプロフ
ェッサー･ドクトル、イ･ワヤン･バワ氏で、全
国的にも名の通った人物であり、私の大恩人で
ある。年齢が私より六歳上だったが直ぐに打ち
解け合い、通常午前中だけの授業を午後も、時
には夜までと、全身全霊を尽くして教えてくれ
た。

彼等夫婦は、バワ氏の娘とその夫で、父親と
師弟の間柄を越えて兄弟の様に付合う私を、父
亡き今も家族同様に認めてくれている。

娘は今でもウダヤナ大の教授で、その夫の彼
は、私が 8 月に一時帰国する時は、州立の名門
ワルマデワ大学文学部の副学部長であったが、
帰島してみると同大学のトップ・ツーの副学長
に昇進していた。

ここの訪問目的もまた帰島挨拶が第一である
が、もう一つ重要な事は、今年の 7 月から 9 月
まで、群馬県安中市の妙義山麓美術館で「第
十八回日本葉書絵芸術展」が開催された折、「日
本とバリの文化交流のため、バリの小学生が描
く葉書絵を展示したい」と言う美術館長からの
依頼で、彼等夫婦の助力を得て200人の小学生
から作品を集めたが、それらの作品の中で、ジ
ュニア部門大賞と実行委員会特別賞の二つの大
賞を獲得した生徒達がいて、それを報道する新
聞数紙、その訳文、対象者への賞状、盾、応募
者全員への参加賞を渡すためである。

彼等との談笑の中で、後日賞状授与式を開催
し美術館長代行として私も参列する事を決め、
教授宅を辞した時は既に日は落ちていた。

家に帰るとこの日最後の予定が待っている。
私が留守中三ヶ月間の苦労を労うためにプンバ
ントゥ夫婦を食事に連れ出す約束をしているの
だ。

店の名前はLa.Lucciola（ラ･ルシオラ）と言い、
日本のガイドブックにも載っているイタリア料
理の有名店である。予約は昨夜の内に入れてあ
る。

場所は、クタと北隣の街クロボカンの境目を
横断するJl.Petitenget（ジャラン・プティトゥ
ングット＝プティトゥングット通り）の西外れ
の海岸に建っている。値段はセットメニューで

一人前4000円と少々高いが、店の雰囲気、料理
の味、量、店員の教育レベル、どれをとっても
満点である。私は食通ではないのでA.B.C級グ
ルメの区別は分からないが、間違いなくA級グ
ルメに属する店であろう。

この店を選ぶ事は、自他共に貧乏を認める私
としては桁外れの大盤振る舞いだが、実は 8 月
に私の親戚家族が来た時に始めて利用した折、
幾つかの偶然が重なって思いの外安く済んだ事
で気を大きくしているのだ。

この店の店長はイダ・バグスと言いバリ･ヒ
ンズー教のカースト制でブラフマ（僧侶階級）、
クサトリア（王族･士族階級）ワイサック（商・工
人階級）、スードラ（農民階級）四階級の中で最
高位のブラフマ層に属する人物だが、話してい
ると彼の父親が、私と文化交流活動を共にする
人物である事が分かった。更に、一人の店員が
私の顔を見るなり「アッ！」と叫んだので良く
見ると、留学当時に学んだ大学で、インドネシ
ア語の練習を兼ねて日本語の授業を一コマ担当
した時の教え子で、実に 8 年ぶりの再会であっ
た。

この様に偶然が重なり、気を良くした店長が
大幅に値引きしてくれ、親戚家族の前で大いに
面目を躍如する事が出来たのだ。

私の下心を見抜いたのか、果たしてこの日も
店長はプンバントゥ夫婦の子供にまで、特製ケ
ーキをプレゼントしてくれ、夫婦も子供も大変
喜び、私としても多忙な一日を締めくくるには
十分に満足出来る一夜となった。

この様に私のバリ島での生活は、隅々に至る
までの全てが、バリ人始め多くのインドネシア
人の協力があってこそ成り立っている。私の周
囲を取り巻く人々には、只々感謝の念で一杯で
あるが、これは決して私一人だけに起きる事で
はない。

誰でも他国に住むに当たり、その土地の人々
と胸襟を開き、己を飾らず、慢心を捨てて相手
を敬う気持ちさえ持っていれば誰にでも与えら
れる喜びであると私は思っている。
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ダバオで母親と快適ライフ
ダバオ支部　No.1261　藤本　晴久

「ダバオ支部藤本晴久様から、JPVA（日本フ
ィリピンボランティア協会）の会報に藤本様の知
人の介護体験が載っており、有意義な情報です
とのお話がありましたので、JPVA、寄稿者の
方の了解のもと掲載いたします。編集担当小野」

私たち家族がダバオに移住して早1年が過ぎま
した。

家族は私、妻、私の母親（86歳）の3人です。定
年退職が会社の都合で2年遅れての移住でした。
定年後は人生に何か変化が欲しいと思いながら、
いろいろ考えた末に海外移住生活を思いつき、自
分たちに会った場所（近い将来母親の介護状態を
想定して）妻とあちこち海外旅行（移住のための下
見調査）をして最終的にフィリピンダバオに決めま
した。

ダバオに決定した理由は何と言ってもJPVAとい
う協会組織の存在があったからです。

JPVAの活動内容を調べていくうちに介護事業
も実施していることを知り、一度現地に行ってみよ
うと妻とダバオに下見に来ました。その時、日本に
ケアギバーとして日本の介護施設に何回も行って
経験を積んだ日本語が堪能なスタッフが数多くい
ることを知り（実際スタッフに会い、日本での介護
経験を話してもらいました）、ここしかないと妻に
言うと妻も同意見でした。

日本に帰り、母親に説明したら本人もぜひ行き
たいとのことで、3ヶ月後にダバオに来ました。最
初の二十日間はJPVAのドミトリーに宿泊し、翌日
から住まい探しです。なんといっても母親のことが
優先順位第一ですので、静かで安全に散歩のでき
る環境の場所をあちこち探しまわり、JPVAスタッ
フのおかげで素晴らしいビレッジに住まいが見つ
かりました。

週 3回ケアギバーが母親のヘルプに来てくれ、
ビレッジ内の散歩、ぶらぶら街歩きほか毎日楽しく
過ごしていましたが、去年の8月に母が自室で転
び、股関節骨折の大怪我を負い、ダバオで有名な
病院に救急車で運ばれ、手術入院です。年寄りの

よくある怪我で折れた骨は人工関節が入り、1週
間後には歩行訓練が始まり、その翌日退院となり
ましたが、入院中はJPVAのスタッフが入れ替わり、
立ち替わり大勢手伝いに来てくれて本当に助かり
ました。

その時にケアギバーの一人がベッドに横たわり
足をギブスで巻かれている母親を見て涙を流して
いるのを見て私も妻も感動しました。その光景が
今でも目に焼き付いています。本当に自分の母親
と思っているようでした。

退院後もJPVAのリハビリスタッフが当家に訪問
訓練してくれて、すごい回復力で手術をしてくれ
たドクターもびっくり、スーパーローラ（すごいおば
あちゃんの意味）と目を丸くしていました。とにかく
車椅子とか、寝たきりにならなくてよかったです。

最近、老後の移住先を探しにダバオに下見に来
る日本人が増えていて、皆さん親の介護に関心が
あるようで、当家に訪問してくれていろいろ質問さ
れますが、ダバオでも全く問題ないとお答えします。
それはJPVAの存在があるからですが、我が家も
こちらに来てJPVAのお世話になり有難さがわかっ
ているので、色 と々フィリピン人の特に老人に対し
ての優しさなどを説明しています。

お返しと言っては何ですが、JPVA事業のひと
つでもあるミンダナオ国際大学の里子学生を一人
支援しています。

その学生も週に1 ，2回授業後に母親のヘルプ
に来てくれます。ヘルプも勉強も一生懸命頑張っ
ています。母親がドミトリーに遊びに行くと学生寮
の子どもたちが、マミー、マミー、元気ですか！と
笑顔一杯で駆け寄ってきます。母も上機嫌になり
ます。日本ではなかなか味わえない雰囲気でダバ
オに来て本当によかったと思う瞬間です。

これもダバオ来訪のたびにお母さん元気？とい
つも気に掛けてくれる網代会長はじめ、JPVA全ス
タッフのおかげです。

この調子だと、2 年目も快適ダバオライフが楽
しめそうです。
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支　部　便　り

ペナン支部便り
支部長　№37　野一色　信正

ペナン支部では、 7 月にBBQパーティーを
開きました。

今までは、サロン会といえば、レストランに
集まって食事やおしゃべりをして、というスタ
イルでしたが、今回は趣を変えて、屋外でのパ
ーティーという形式で、おしゃれなコンドのプ
ールサイドにある、バーベキューピットを借用
して開きました。

ペナンには大勢の日本人が暮らしています。
南の会の会員もいれば、そうでない人たち、企
業の駐在員や、その家族の方などがいて、その
中では、南の会会員は少数派です。

こちらにやって来た会員も、その生活の中で、
会員以外の人達との繋がりも出来て、そのネッ
トワークも広がってきています。

そこで、今回は南の会主催のBBQパーティ
ーでは有りますが、出席者は会員に限定せず、
会員の知人まで含めるという形で開催しまし
た。結果、幼児から小学、中学、高校、大学
生、会員、非会員、ローカルの人などいろんな
年齢層、分野の方が集まり、会員の数より会員
以外の方のほうが大勢参加するといった盛況で
した。普段余り顔を合わせない人たちとのコミ
ニケーションもあり、夜遅くまで大いに盛り上
がりました。またこう言った企画を通じて外部
に対して、南の会のPRにも成ったのではない
かなと自負しています。

材料の買出しや、会場の準備等、当日は役員
以外の奥さんも動員しての調理、関係者はそれ
なりに大変でした。無事パーティーが終了して、
関係者一度ホッとしたのもつかの間、「次回は
いつ開くのか」といった声が聞こえてきます。

近々、第 2 回目のパーティーも開催しなけれ
ばと役員一同覚悟を新たにした次第です。

12月になると、暖かいペナンで過ごすために
短期で当地を訪問される人々が増えます。

毎年お馴染みの顔ぶれや、新しい人達など、
この時期ペナンは少し賑やかになります。

格別、海が綺麗という訳ではなく、ハワイや
ゴールドコーストのようなメジャーなリゾート
地でもないペナンですが、静かに滞在するには、
何かほっとするような気持ちにさせてくれるこ
こペナンに、人々は惹かれるように集まって来
ます。

厳しい日本の冬をここでやり過ごし、春には
桜を求めて日本を目指す渡り鳥のような生活。

いわば、大人の隠れ家とでも言いましょう
か・・・・・・・

そんなペナンを是非一度訪れてみませんか
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最近のセブ
支部長代行　№636　鶴岡　照郎

私がセブに来てから、早 9 年目に入りました、
早いものです。セブの最近のことといえば、凄
い建築ラッシュ、交通ラッシュを感じることで
す。今でも私の部屋から大型クレーンが10基以
上見ることができます。高い建物は40階以上あ
りホテルやコンドミニアムを併設しています。
また道路はいつも渋滞していて、夕方など食事
に行く時もメーターがどんどん上がるので、ト
ータルではビール代 2 本ぐらい支払いが違うと
きがあります。

8 年前はセブにはバイクがほとんど無く、台
湾やベトナムと比べて静かでよいと感じていた
のですが、今はオートバイも増え道路の横断に
は我々年寄りには注意が必要となりました。東
南アジアの経済発展は日本と比べると勢いがあ
るのが分かる気がします。あまり発展すると、
年金生活者のためには負担が多くなり、他の国、
ミヤンマー、ラオス、ニューギニア等も南国生
活できるか調べる必要に迫られそうです。

まだまだ住みよいこのフィリピン、セブのタ
クシーの基本初乗り料金が30＞40ペソに値上が
りしたときの取り決めで、ドライバーはユニホ
ームを着る、釣り銭を準備しておくの項目があ
りましたが、ユニホームは着ていますが、釣り
銭の準備をしていないドライバーが多く客との
いざこざが絶えません。気分良く乗るためには
乗る方も小銭を前もって準備しておく必要があ
ります。

セブにはリピータの会員が多く見え、年に 4
－ 5 回見える会員はリタイヤメントビザを申請
しフィリピン入出国を楽にしている人が多くな
りましたが、ビザを申請するためには45日ぐら
いかかり、その間日本へ帰れないという不便さ
を味あわないと、ビザを取得することができま
せん。

一度リタイヤメントビザを取得すると 1 年ま
たは 3 年ごとの更新ですみ、私の場合は更新料
のみの支払いで別に健康状態等の質問は何もあ
りませんでした。また、エアチケットの代金が

日本で買うのよりフィリピンで買う方が 2 － 3
万円安く（エコノミー）ビザがあるとフィリピン
で買ったチケットでまたフィリピンに戻れる利
点があります。現在南の会会員でビザを取得し
ている人は10人を超しています、あくまでも来
セブの会員だけですが。

セブでの食事ですが、自炊組と外食組とに分
かれていろいろな食材を買ってきて自分好みの
料理し自炊している人、毎晩外食で、フィリピ
ン、中華、和食、ラーメン、タイ、モンゴル、
イタリア、ステーキ、韓国、焼き肉、バーベキ
ュー、しゃぶしゃぶと料理を日替わりで楽しん
でいる人、とに分かれます。金額の高いのはお
いしい和食ですが、他も美味しく、ほんとにリ
ーズナブルです。

セブのインターネット環境は無線化も進み、
SM、アヤラ、ロビンソンモールにインターネ
ットカフェが 1 － 2 軒の店舗と少なくなってい
ます。無線でプリペイドのUSBインターネット
接続アダプターが安く（買い取り2000円前後）出
回っているためだと思われます。これを購入す
るとノートパソコンに差し込むだけでインタ
ーネット接続ができ、200ペソで 5 日間使い放
しという契約も出来ます。SM、アヤラ、ロビ
ンソンまたコーヒー喫茶にもフリーwifiが提供
されていて、いつでも何処でもインターネット
接続の環境が出来ております。我々スタバ族
もフリーwifiでスマートフォン、ノートパソコ
ン、タブレットを持参して情報のやり取りを若
者たちに負けずにやっています。スタバにいて
スカイプやフリー電話も楽し楽しむことが出
来ます。最近USB　TV　アダプターが韓国製
ですが19800円で販売していて、それをアヤラ
スタバのテラスで試したところ、関東のNHK，
民放TVを見ることが出来購入者が増えそうで
す。但しインターネットのスピードの遅いとこ
ろでは、音だけしか聞こえず、画面はだめなよ
うです。

セブの在住者は私を含めて、建前でなく、本
音を前面に出して生活しています。たまに日本
へ帰ったときなど、たとえ兄でも建前で話をし
ないとならないので、煩わしく、セブの良さが
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つくずく感じます。フィリピン人は建前では生
活していないからますます我々も本音生活とな
ってしまいます。人生の最後を本音で生活する
ことは自分に満足感を与えてもらっている感じ
かします。

マニラ支部便り
支部長代行　№1269　岩崎　宏

フィリピンに在住する日本人の数が約20,000
人に迫っているのが現状です。あくまでも日本
大使館に登録されている在留届をベースに数え
られた人数ですが、実際には在留届をしていな
い方も同数位はおられると推定されます。最近、
永住はされないにしても、中長期滞在を目的に
来比される方の数が増えている様です。フィリ
ピン退職者庁の退職者ビサを申請し語学研修す
る方も増えてきました。英語を話す人の数が世
界で 3 晩目に多い国がフィリピンなんです。日
本人の英語勉強熱も高まってきています。

最近人気の滞在先はダバオというミンダナオ
の中心都市です。時の流れが40年前の日本の田
舎という感じ、そして治安の良さ、物価の安さ、
が私のお気に入りの理由でもあり、ダバオの売
りかと思います。さて、ダバオに関してはダバ
オ支部に任せるとして、マニラ支部も今後増え
るであろうと思われる会員の受け入れを念頭に
入れて、すでに長期滞在していらっしゃる方達
との交流を深める様にしています。訪比される
会員の方にご紹介出来る様なネットワーク作り
活動が中心になっています。

いざ、マニラ近郊に滞在したいという方に対
して、宿泊施設、生活情報の提供等対応出来る
様にと思っております。マニラ近郊にはゴルフ
場もたくさんあり、平日であれば安くプレイす
る事も可能です。毎月、積み立てをして旅行に
行ったり、集まって麻雀卓を囲んだり、囲碁、
将棋を楽しんだりと、皆さん仲良く楽しんでお
られる様です。

困った時の協力体制なども、会を発足させて、
遺族年金／病気対応／葬儀の問題まで今から、

準備して対策を練っている段階まで、来ていま
す。入会者も増えていると聞いています。

観光ビサでの入国が難しくなった、観光ビサ
の延長が難しくなった等、ニュースが流れてい
る様ですが現実は、21日以内の出国用航空券を
所持していないと入国出来ないとか云われてい
ますが、確かにそうゆう規則があるには有るの
ですが、守られていません。年寄りを敬い、大
事にしてくれるというフィリピン人気質が昔も
今も有り、怒ったり、喧嘩腰で悪い印象を与え
ない限り、まず問題有りません。

観光ビサの延長も、何ら問題有りません。ご
心配なら、マニラ支部の私にご一報下さい。
100％（犯罪者は除きますが、）延長のお手伝い
を致します。フィリピン国内ならどこからでも
結構です。

在比34年、事件に巻き込まれないコツも伝授
して差し上げましょう。バギオ、ダバオ、セブ、
どこかへ行かれる途中にでも、是非、マニラに
お寄り下さい。Dusit Thani Manilaホテル 3 階
でお待ち申し上げております。熱いお茶でもお
入れ致しましょう。

バギオ・パンガシナン支部便り
支部長　№227　斎木　一

会員の皆様、新年明けましておめでとうござ
います。本年が日本にとって新しい門出の年と
なりますように祈念しています。

昨年のバギオ・パンガシナンは珍しく台風被
害も洪水もなく、平穏な 1 年でした。

バギオは近年人口増加が激しく、静かな高原
の町のイメージが消えつつあるのが残念です
が、在住外国人も日本人も確実に増加していま
す。

パンガシナンも会員の滞在はありませんが、
シニア技能ボランティアの日本人講師の方を中
心に昨年度は多くの知人が出来ました。

本年も地元でのボランティアを続けながら、
会員の来訪を楽しみにしています。
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ダバオ支部便り
支部長代行　№1261　藤本　晴久

新年明けましておめでとうございます。本年
も何卒宜しくお願い申しあげます。

昨年度ダバオ支部再開から 1 年たちました。
佐々木副支部長が多くの南国メールへ投稿をし
ていただいておりますので皆様方の認知も頂い
ているんじゃないかと思っております。

これらのご努力で昨年も会員の方のダバオ訪
問いただきました。その中で特筆すべきは介護
の場を求めてご訪問頂いた方が数名おられたこ
とです。ダバオには会員以外の方で 3 名既に介
護を受けておられる方がおられますが人件費の
安いダバオで“身内に気兼ねなく介護を受ける
準備をしながら楽しく南国で暮らす”と私自身
そうできたらと考えています。そのためにも介
護を受ける立場と行う立場ともにダバオが良好
な場でなければならないと考え情報収集や問題
点の発見を行っていきたいたいと思っておりま
す。昨年末キリスト教の総合病院サンペドロホ
スピタルとダバオで最も最新医療施設といわれ
ているダバオドクターズホスピタルの 2 つの私
立総合病院と公立のサウザン フィリピン メデ
イカルセンターのトップの方とお会いする機会
を得ました。ともに治療費の回収に苦慮させて
いる様で　本来低所得者を対象にした公立病院
でもプライベートルームの大幅拡大等　金払
いのいい（？）患者にも目を向けているのが印
象的でした。私立病院においてはHMO（health 
maintenanceorganizationフイリピン民間医療
保険）の加盟を勧められましたが年齢制限が59
歳までのため日本人は年配者が多く滞在するダ
バオでは一般的でなくその次に勧められたのは
病院と個別契約（日本人のコミュニティとの）で
す。そのなかで治療費の支払い保証を行うこと
で思いぞんぶん治療ができるというわけです。
診察まで長い時間待つこともなく優先的に治療
を行うそうです。“病気になったらすぐ日本に
帰る”とか”そのぐらいのお金は用意している”
など人それぞれだと思いますが病気の時の対応

（保険も含め）を時々見直すことも必要と思いま
した。本来病気や怪我をしないのが一番ですが
素早い適切な治療で早期回復し楽しいロングス
ティを続けられるのがベストではないでしょう
か。南国独特の楽観的で明るくフレンドリーな
フイリピンの方とかたことの英語を使い会話を
しにきませんか？人生観が少し変わるかもわか
りません。本年も会員の皆様のご健勝と楽しい
ロングステイを満喫されることをおいのり申し
あげます。

ダバオドクターズホスピタル
プライベートルーム

南フイリピンメディカルセンター
透析室１回Ｐ900　安い？

南フイリピンメディカルセンターＭＲＩ
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東海支部便り
支部長　№840　岩田　彬

最近の東海支部の活動状況は、次の通りです。

1．定例会
毎月、第 2 日曜日、13時から17時00分まで、『ウ

ィルあいち』（名古屋市東区上堅町 1 ・地下鉄名
城線『市役所』駅、 2 番出口より東へ徒歩約 7
分）において、定例的に開催しています。

東海支部の11月の定例会を11月11日（日）開催
し、出席者数は、例月より少なく13名でした。
出席者数は月により異なりますが、20名前後で
す。

2．懇親サロン会
定例会の終了後、場所を会議室から近くのレ

ストラン（日本料理店または中国料理店等）に移
して、懇親会を実施しています。

3．平日サロン会
（名古屋弁で『いこ（行く）みゃーサロン会』
と称しています）
毎月、第 3 月曜日、11時30分～14時頃まで、

名古屋国際センタービル25階の東天紅（中華レ
ストラン）（名古屋駅から徒歩約10分）において、
ランチバイキングを楽しみながら、肩の凝らな
い雑談に花を咲かせています。

出席者は、月により異なりますが、いつも10
名前後です。

4．ゴルフ同好会
春秋の絶好のシーズンには、ゴルフの好きな

会員が、格安？ゴルフ場に集い日頃の腕前を競
いあっています。

5．タイランド・ロングステイフェアーに協賛
タイ政府観光庁主催で、さる11月18日（日）名

古屋駅近くのホテルにおいて、参加者400名を
集めて、ロングステイフェアーが開催され、当
会東海支部も会員10名の協力を得て、参加者の
質問等に対応した。

近時、ロングステイにおける関心の高さが窺
がえ、新入会員の増加を図るのに絶好の機会で
あったと考えている。

以上、東海支部では、毎月定例的に開催して
いますので、他支部の方も、来名の折に、お時
間がありましたら、是非お立ち寄り頂ければ幸
いでございます。

これから入会を考えておられる方の参加も歓
迎です。

北海道支部便り
支部長　№609　三島　克幸

会員の皆様、明けましておめでとうございま
す。

昨年の北海道は夏日も遅くまで続き、初雪は
11月末と遅く異常気象を感じさせられる年でし
た。北海道支部の一年の活動は、 6 月の支部総
会、10月の支部例会、7 、11月はパソコン教室、
6 月ゴルフコンペを通し、情報交換、交流を深
めました。 6 月、10月の情報交換会は関東甲信
越支部の鈴木様に台湾情報を、世界一周クリー
ズ、海外にて日本のテレビを見る情報、タヒチ
ダイビングツアー等、多くの情報交換をするこ
とができました。また、 6 月のゴルフコンペに
は、関東甲信越支部の方々の参加を戴き、楽し
く交流を深めることができました。

北海道には、全国から年間1,517人（2010年度）
の方々が移住体験で来道されています。平均滞
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在日数は27日、平均費用40万円で 1 / 3 以上が
リピターの方々の様で、目的は避暑生活との事
です。HP内「北海道情報」を見て頂くと移住
及び体験に関する情報が記載されていますので
ご参考にして下さい。

本年も会員の皆様が良い年でありますよう祈
念します。

関西支部便り
支部長　№816　有元　義晶

ゆりの会報告
2012年11月 9 日

9 日無事ゆりの会アサヒビール工場見学行っ
てきました。38階からいい景色を眺めながら中
華バイキング食べ、品数も多くまた1680円のと
ころシニアー割引で1180円のランチはとても好
評でした。 2 時間楽しみました。後アサヒにて
ビールで乾杯。20分で一人 3 杯はちと辛かった
です。

参加者氏名
有元、谷澤、多田、平山、奥谷、坂本、川南、
片山、呑野、徳永、丸山（計11名）　以上
報告者　関西支部　丸山百合子

ゴルフ同好会の報告
2012年11月7日

2102年11月 7 日（水）に関西支部ゴルフ同好会
によるコンペが神戸市北区の神有CCで開催さ
れました。参加者はゲスト 2 名を含め 7 名と少
なかったが、好天気に恵まれ絶好のゴルフ日和
の中楽しくラウンドできました。

次回は12月17日（月）に福井県で行われます忘
年会を兼ねて会員の宮坂様のお世話で能登CC
にて開催される予定です。

報告者　関西支部　総務担当　大川泰永

2012年10月例会、懇親会の開催報告
関西支部

絶好の秋日和の中、10月20日に例会を開催し
ましたので報告します。

1 ．会場　大阪市学習センター 6 F　研修室
　13：30～17：00

2 ．内　容
①有元支部長挨拶とH24年度第 2 回理事会の

報告
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②957番　谷澤誠一さんによる「雲南省を旅
して」の講演
3 /26～ 4 / 8に会員 6 人で旅行、昆明～白
林～麗江古城～虎跳峡～石宝山～大理～昆
明と移動、ベトナム・ラオス・ミャンマーと
国境接し、タイ族等少数民族が暮らしてい
る。
スライドを使用し、ダイナミックな風景、色
鮮やかな民族衣装などが紹介されました。

③元会員の大橋績さん夫妻の「ペナンロングス
テイ体験談」を質疑応答形式で行いました。

－休憩と雑談後－
④1338番　坂本清子さんにより「北海道ステ

イ報告」 5 /26～ 6 /30　往路―名古屋～仙
台～苫小牧　帰路―小樽～舞鶴と車で移
動、ゴルフと観光と美味しい食べ物を堪能
された様子でした。

参加者　47名｛ゲスト 3 名｝
3 ．懇親会　近くの居酒屋「呑」で情報交換

等賑やかに過ごしました。
参加者　43名　　　　　　　　　　　以上
報告者　有元義晶

懇親会の風景

例会で挨拶する有元支部長

雲南省を旅してを
報告される谷澤さん

大橋さんの
ペナンロングステイ体験談

北海道ステイを報告される坂本さん
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関西支部・チェンマイでの・夕食会
・日　時　2012 - 8 - 9（金）　18時～20時
・場　所　グランド ビュー ホテル レストラン
「しゃぶ　しゃぶ」

・参加者　17名―訪チェ中の関西会員の殆んど
が、出席
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全員の集合写真

（敬称略）

• 鈴木さまのスピーチ　チェンマイの警察は組
織的・人的にも、すばらしい　従って、治安
が良好、維持される事の事例説明あり。

• 警察の対応――　ある事件が発生、普通の刑
事・私服警官・鑑識医のチームを15名で、編
成、手配写真に基づき、当日に、逃走中の犯
人を逮捕。　尚、裁判もスピーディにされた。

• ポンちゃん（鈴木さまの奥様）の　乾杯の音頭
で、食事、開始。

• 17名　全員のコメントつきの自己紹介を行っ

た。
• しゃぶ　しゃぶ　を　食べながら、やはり、

ゴルフ談義・・・
「冨崎さん」のランナーゴルフ場での　ホー
ルインワン　当日、レストランを借り切って、
40名ほどのお祝いの会。　おめでとう！！

「今泉さん」 8 / 9 当日、別の会、チェンマイ
ゴルフ狂クラブで優勝し、1,400Bゲット、皆
で、飲み会の予定。

「ニュージーランドのゴルフ」今日は小遣い
（お金）がないから、ゴルフをしよう。――　
なんと贅沢なぁー！

• 社交ダンス――ケッサニー教室へ、今、 2 名
レッスン受講。新たに 2 名の女性がレッスン
希望あり。

• 宮坂さまから、金沢での「地方例会」の　案
内　あり。
12/17・18　 1 泊 2 日。場所、民宿「やまじゅう」
で、カニ・魚などのおいしい夕食会にしよう！
多数、参加して下さいね。

ポンちゃんのかんぱーい女性軍

男性軍も、かんぱーい
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坂本さん、本田さん、かんぱーい

平山さん考え事？
今泉さんかんぱーい

○色々な話しに花が咲き、あぁーっと、云う間
の 2 時間でした○
• 〆は、「坂本　清子　さま」の　一本〆で、

終了しました。
担当　井藤　正治

関東甲信越支部便り
支部長　№750　小松　勝正

●南の会の会員の皆様、関東甲信越支部から支
部便りとして下記の二つの催事を報告いたし
ます。
①「ロングステイフェア2012」に参加して
②12月度、支部サロン会の実施

「ロングステイフェア2012」
日時　11月17日（土）、10時～17時
場所　東京ビックサイト、レセプションホール
「地球に暮らす、異文化の扉を開きませんか」

をスローガンにして開催されました。主催はロ
ングステイ財団、後援は経済通産省、国土交通
省と大がかりな催事でした。

「南国暮らしの会」も写真の様に独自のブー
スで参加しました、大野理事長、木村副理事長
をはじめ支部役員がフェア参加者に対して会報
等冊子にて会の説明を熱心にしました、用意し
た会報50冊は瞬く間に無くなり、希望される参
加者に対しては後日郵送する事で喜ばれまし
た、会場は終日混雑の状態、天気は風と雨で悪
い状況でしたがロングステイに対しての関心の
深さを改めて感じました、各国の官公庁、各ロ
ングステイ関連の会、新聞社、旅行会社等々思
い思いの方法での訴求で、楽しいフェアとなっ
ていました。
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「12月、支部サロン会から」
●2012年度最後のサロン会を下記の内容で実施

致しました、瞬く間に過ぎた 1 年でした。あ
る有名人の話の中で「日 1 日 1 日が光陰矢の
ごとく早く感じる時は平和なんですよ」言わ
れ考えさせられました、関東甲信越支部も会
員の皆様に少しでも情報提供する事を目標に
サロン会を開催してまいりました、ご満足は
頂いてはいないとは思いますが今後も頑張り
たいと思って居ります。

●南国メールには連日のように、タイ、チェン
マイを訪問するメールが入っています、1 月、
2 月は特に多くの会員様訪チェします、当支
部の会員様も同様です、そこで当支部の会員
でありチェマイ支部役員もされている、中西
岩夫氏が一時帰国されていましたのでご無理
を承知で講演をお願致しました、訪チェされ
る会員様には喜ばれ他の会員様には情報提供
が出来ました。

●12月、支部サロン会
日時、12月 9 日（日）　午後 1 時30分から
場所、品川区南部労政会館 2 F
講演、会員番号1041、中西岩夫氏
1 ．刻々と変化する、タイチェンマイ
2 ．チェンマイを訪問する会員様へのお願い

とアドバイス
3 ．チェンマイにステイして
在チェンマイの会員様の日頃感じている事、
初めてのチェンマイ訪問会員様へのアドバイ
ス等参考になる、心得ておきたい事等、情報
提供を期待する会員にとって勉強になりまし
た。

九州支部便り
支部長　№581　朝永　清寿

○支部連絡総会及び情報交換会並びにパソコン
勉強会

梅雨末期の豪雨が九州北部を襲撃し、まだ断
続的な降雨が続く中、年一回の支部連絡総会等
を開催しました。

• 日　時　平成24年 7 月16日（日）
　　　　10：00－16：30

• 場　所　福岡市NPOボランティアセンター
• 参加者　正会員39名（内委任状24名）

　　　　家族会員 4 名　ゲスト 3 名
① パソコン勉強会

スカイプに関して、新規登録、チャットの活
用、添付ファイルの送受信、グループ会議等に
ついて勉強しました。
② 定例総会

支部長挨拶、支部長会・本部総会報告の後、
1216 相川直樹さん議長により行いました。平
成23年度事業・決算報告並びに監査報告、平成
24年度事業計画及び予算案、役員の新任につい
ての説明に対し満場一致で承認されました。
③ 情報交換会

情報を提供されたのは次のとおり。
・1476　野田さん・・初めてのチェンマイ
・1496　中島さん・・チェンマイ満喫
・1124　田上さん・・セブで永住権獲得
・758 　 白井さん・・過酷なシルクロードの旅
情報交換会の後はいつものゼウスダイニング
でさらに懇親を深めました。

○霧島サロン会
• 日時　　平成24年 7 月19日～20日
• 参加者　15名

鹿児島県の霧島温泉でサロン会を開催しまし
た。梅雨も開け、台風もそれてゴルフをたっ
ぷり楽しめるはずでしたが、残念ながら雨が
降り出し雷も鳴り出してゴルフは断念。
昼食の後、少し雨が上がってきたので全員で
グランドゴルフ。
夜は1282岡田さんのお世話で、硫黄の香りが



46

立ち込めるコカ・コーラの霧島保養所に宿泊、
プロジェクターを持ち込んで和気あいあいの
サロン会となりました。

○蕎麦打ち体験・試食会
• 日　時　平成24年 9 月24日（月）

　　　　10：00～15：00
• 場　所　福岡市立婦人会館「あいれふ」
• 参加者　15名

3 グループに別れ、北海道沼田産の新蕎麦粉
を使用し652 深松名人の指導により二八蕎麦
を打ちました。
試食会では「サラダ蕎麦」「変わり蕎麦（しそ
を練りこんだ）」「もりそば」「おろしそば」
を楽しみながら「南の会」やチェンマイの話
に花が咲きました。

○栗拾い＆ゴルフ＆（温泉付き）バーベキュー
• 日時　　平成24年10月 3 日～ 4 日
• 場所　　栗拾い・・・・1371 守田会員の栗

山ゴルフ・・・・くまもと城南カントリーク
ラブ

• 宿泊　　佐俣の湯・・・バーベキューと温泉、
そして新蕎麦試食

• 参加者　栗拾い・・ 6 人、ゴルフ・・ 9 人
宿泊・・・16人
爽やかな秋日和に恵まれた中、今年も里の秋

を満喫する「栗拾い＆ゴルフ＆温泉＆バーベキ
ュー、そして新蕎麦試食」の豪華イベントを開
催しました。

会 員 か ら の 投 稿 写 真

№1269岩崎宏様の提供です。
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部　会　伝　言　板

総　務　部　会

担当理事No1361　木村　秀男
平成24年第 2 回理事会、平成24年10月14日（日）
実施
理事17名　出席15名、委任状 1 名　監事 3 名共
欠席
南国暮らしの会　事務所移転決定
東京都台東区下谷3丁目20番地20号
　　　　　　　　リべルテ下谷501
収支計画進捗状況説明　経常収入約100％、支
出は支出範囲内で推移
会員必携、役員必携の見直し主旨説明
第 3 回理事会（12/16日）迄に各部会で見直し項
目を検討
平成25年 1 月末までに決定を目指す。
法務局登記申請、都庁申請　　平成23年 6 月12
日　登記、申請完了
新入会員今期計画55名で現在47名、昨年より24
名増加報告。
友好団体「ロングスティ財団主催フェアー」に

（11/17日）参加へ決定。
次 回 理 事 会 予 定　12/16（ 日 ）、 3 /17（ 日 ）、
4 /14（日）、 5 /19（日）

2012年　夏・秋季号　会報掲載の訂正。
ML部会役員担当
部会長　　No 1178 長谷川愈晃
副部会長　No 1161 永島和雄
部会員　　No  840 岩田　彬
ML委員会構成
委員長　　No1178 長谷川愈晃
副委員長　No1161 永島和雄
委員　　　No　60 渡辺義郎
委員　　　No　80 阿部　功
委員　　　No 840 岩田　彬

経　理　部　会

担当理事No755　岩井　文哉
会員の皆様には、平素から経理部会の業務に

ご理解とご協力を頂き有難うございます。今回
の会報には平成25年度会費（5,000円）の振込用
紙を同封させていただいておりますので、会報
巻末にあります案内をご一読のうえ 4 月 1 日

（月曜日）までに納付していただきますようお願
いします。この会報が届きましてから納付期限
までの約 2 ヶ月余りの間に、600名近い会員の
方々から入金がありますので、経理部会（入金
確認）と会員部会（資格更新）の業務が集中しま
す。事務負担の軽減と間違い防止のため、振込
用紙には会員番号を記入のうえ名前を「楷書」
で明瞭に書いてください。同封の振込用紙以外
を使って（手書きで）振込む場合には、口座番号
や金額を書き間違ったり、同封用紙と手書き用
紙との二重払いとなるおそれがありますので、
必ず同封用紙を使用して振り込んでください。
支払ったかどうかが不安なときは、案内に載っ
ています経理委員会宛にメールを出すなどし
て、事前に確認してください。なお、住所変更
等の異動がありましたら用紙の余白に追記して
おいてください。以上、よろしくお願いします。

会　員　部　会

担当理事No1230　吉野　正博
あけましておめでとうございます。本年も会

員の皆様のために鋭意努めてまいります。
1　平成25年度　継続会員手続きついて

平成25年度継続会員の登録手続きにつきまし
ては、巻末の「平成25年度会費納入のご案内」
を参照され継続年会費を納入なさってくださ
い。

経理部会から継続年会費の納入が会員部会に
報告された時点で新年度に向け継続会員手続き
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の準備を開始いたします。
例年、多くの皆さんが継続会員として、それ

ぞれの「南の会」を楽しんでいらっしゃいます。
稀にご高齢や病気等を理由に退会される方もい
らっしゃいます。誰しも高齢や病気は避けるこ
とはできません。そのような時こそ会報やML
を通して多くの仲間とのつながりや絆を大切に
し、心に太陽を持ち続け希望を見出していきま
しょう。
2　住所、電話番号等の変更手続きついて

市町村合併や引っ越し等により住所や電話番
号等の会員情報が変わった時は速やかにご連絡

（kaiin.bukai@gmail.com）ください。

会　報　部　会

担当理事No1017　光城　保之
南の会の目的に照らして、会報内容が役に立

つものであるように腐心しながら編集担当者は
心を砕いて奮闘しております。

会報が楽しく有用なものであるためには会員
の皆様のご支援が無くては適いません。

掲載して欲しい記事の提案・要望等について、
時期を問わず募集しておりますので引き続き宜
しくご支援のほどお願いいたします。

又、次の内容についても投稿をお願いします。
1 ．ステイや旅行等で経験した感動的な・素

敵な出会いなどを投稿してください。（原稿は一
行40字、一枚40行を目安に 2 枚程度。）

2 ．各地のステイ先のあまり知られていない
お店、レストラン、民芸店などをご紹介くださ
い。（原稿は一行40字、一枚40行を目安に 1 枚程
度。）

＊上記の案内に適宜、写真も添えていただけ
れば助かります。

会 員 か ら の 投 稿 写 真

№1269岩崎宏様の提供です。

写真ご提供有り難うございます。
表　紙：№1457 小野耕一様
裏表紙：№  593 小林繁之様
文　中：№1521 花房徹様、№1284 高木進様、

№1346 池田諭様・峯子様、
№1461 花田日出夫様、
№1457 小野耕一様
№   37 野一色信正様、
№1269 岩崎宏様、№1261 藤本晴久様、
№  840 岩田彬様、№  816 有元義晶様、
№  750 小松勝正様、
№  581 朝永清寿様
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編 集 後 記

明けましておめでとうございます。
今回はLSに際しての様々な生活と言うテー

マを組みました。
沢山の方々のご協力のもと原稿、 写真の御協

力を頂く事が出来ました。何分会報新人の 2 人
が担当と言う事で会報印刷会社の富士印刷さん
にはたくさんのご迷惑をお掛けしながらの校正
を行い発行の運びとなりました。

理事長の大野さん関東支部長の小松さん会報
部会長の光城さんのサポートにも感謝いたして
おります。

会報は皆さん方からの御協力なしでは成り立
ちません。

皆様方の原稿は貴重な情報です。
これからも引き続き御協力をお願いいたしま

す。
皆様方のお蔭で無事収める事が出来ましたこ

と心より感謝いたします。
ありがとうございました。
次回春号担当は№1017光城保之さんです。

№1388　寺田　光江
№1457　小野　耕一
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平成２５年度会費納入のご案内

平成２５年度の継続会費納入をご案内します。
　　　　継続年会費： ５,０００円　　　納入期限： 平成２５年４月１日（月）

〇本会の２５年度は平成２５年４月１日より１年間です。会則により、会費は年度会費制で途
中入会者に対する月割り計算はいたしておりません。２４年度に新規加入の方も、加入時期
にかかわらず２５年度会費を全額納入してください。

〇同封の郵便振替用紙を使ってお振り込み下さい。振込料金は各自ご負担願います。
郵便振替口座番号： ０－０１７０－７－２４６８２

」会の南「 ：名者入加
（お願い）郵便振替の払込取扱票の「ご依頼人」欄に郵便番号、住所、氏名、電話番号を
楷書で明確にご記入下さい。また、通信欄にある会員番号も忘れずに記入して下さい。

〇海外居住者等で郵便振替の利用が困難な方はゆうちょ銀行口座への振込をお願いします。
ゆうちょ銀行　　 金融機関コード：９９００
店番：０１９　　 店名：〇一九店（ゼロイチキュウ店）

）。すまい願意注ごでのんせまりあはで」通普「（   座当：目種金預
口座番号：００２４６８２
受取人名（カナ氏名）：ミナミノカイ
 (振込支店名の検索は、画面「あいうえお」一覧の「ゼ」または「セ」から〇一九店を選んで
ください。振込画面は銀行により異なることがあります。）
（お願い）銀行振込に際しては、振込人氏名の先頭に会員番号を追加記入してください。

○会費納入と会員資格、総会表決権の取扱について
・上記の納入期限内に継続会費を納入された方は、２５年度会員として総会表決権を有します。
・期日までに会費未納入の方へは、一度納入を督促致します。さらに５月１５日までに納入さ
れない場合は退会として扱い、会員名簿およびメーリング・リストから削除致しますのでご
注意願います（細則9条（5）項）。また、会報も送付しません。

・９月３０日までに会費を納入しますと会員資格が復活します（入会金は不要）。１０月１日以
降の納入は新規入会の扱いとなりますので、入会金と会費を納めていただきます。
・新規会員で会費を２５年度として納入された方は、４月１日からの会員資格となりますので、
　２５年度総会での表決権はありません。

○やむを得ず会費納入が遅れる方へ
海外滞在中などで期日までに振込が困難な方は、下記アドレスへ件名を「会費納入遅延」と
してご連絡ください。　keiri.iinkai@gmail.com
納入遅延の連絡を条件に特例として会報春季号をお送りします。連絡が無い場合は会員名簿
およびメーリングリストからの削除を行います。
ただし、総会議決権については規定通り失効といたします。



［編集委員］
No.1017 No.  750
No. 816 No.1108

No.1388No.1230

【連絡先一覧】

記事の無断転載・複製を禁じます。

「南国暮らしの会」から〝自己責任の徹底！〟

No.1457



オダラン（各寺の創立記念日を祝う儀式）

儀式の飾り付け 僧侶の火葬

ポトン・ギギ（削歯儀礼）敬虔なヒンズー教徒の祈り

マンディ（沐浴）
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